
中
国
の
大
気
汚
染
の
写
真

を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
10
年
程
前
ま
で
中
国

の
大
都
市
で
は
微
小
粒
子
状

物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
に
よ

る
大
気
汚
染
が
深
刻
な
問
題

で
し
た
。
１
９
６
０
年
代
、

70
年
代
の
高
度
成
長
期
の
日

本
も
公
害
問
題
を
抱
え
て
い

た
の
で
、
経
済
発
展
が
も
た

ら
す
副
産
物
と
い
え
ま
す
。

大
気
汚
染
が
あ
る
時
期
で

も
、
中
国
の
大
都
市
で
国
際

の
コ
ス
ト
が
必
要
で
す
。

コ
ス
ト
が
か
か
る
規
制
で

は
な
く
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
利
用
し
削
減
を
図
る
手
法

も
あ
り
ま
す
。
物
品
の
価
格

は
需
要
と
供
給
の
関
係
で
決

ま
る
と
習
い
ま
す
。
価
格
が

高
す
ぎ
る
と
購
入
者
は
出
て

こ
ず
価
格
が
下
が
り
ま
す
。

安
す
ぎ
る
と
購
入
者
が
殺
到

し
価
格
が
上
昇
し
ま
す
。
需

要
量
と
供
給
量
が
一
致
す
る

点
で
価
格
が
決
ま
り
ま
す
。

一
旦
決
ま
っ
た
価
格
が
上
昇

す
れ
ば
何
が
起
き
る
で
し
ょ

う
か
。需
要
は
減
少
し
ま
す
。

市
場
を
利
用
す
る
方
法
で

は
、
環
境
へ
負
荷
を
か
け
る

第
だ
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
特
定
の
野
菜
の

価
格
が
上
が
る
と
需
要
は
落

ち
ま
す
。
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン

の
需
要
は
落
ち
る
で
し
ょ
う

か
。
価
格
上
昇
に
よ
り
需
要

が
減
少
す
る
関
係
は
、
価
格

弾
性
値
と
呼
ば
れ
ま
す
。
キ

ャ
ベ
ツ
の
価
格
が
10
％
上
が

り
、
需
要
が
20
％
減
れ
ば
価

格
弾
性
値
は
20
％
割
る
10
％

で
２
・
０
に
な
り
ま
す
。
で

は
塩
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
必
需
品
の
塩
の
価
格
が

上
昇
し
て
も
、
需
要
は
ほ
と

ん
ど
減
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
価
格
弾
性
値

は
ゼ
ロ
に
近
く
な
り
ま
す
。

物
品
の
価
格
を
上
昇
さ
せ
販

売
数
量
を
削
減
す
る
こ
と
で

環
境
問
題
の
解
決
を
図
り
ま

す
。例
え
ば
二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
２

）
排
出
量
の
削
減
の
た

め
ガ
ソ
リ
ン
に
税
金
を
か
け

価
格
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
日

本
を
は
じ
め
多
く
の
国
で
は

ガ
ソ
リ
ン
に
課
税
し
て
い
ま

す
が
、
炭
素
税
に
よ
り
ガ
ソ

リ
ン
価
格
を
高
く
す
る
国
も

あ
り
ま
す
。
日
本
に
も
石
油

石
炭
税
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

利
用
す
る
方
法
に
は
大
き
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
価
格
の

上
昇
が
消
費
量
を
減
ら
す
か

ど
う
か
は
、
対
象
の
物
品
次

ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
弾
性
値

に
つ
い
て
は
国
内
外
で
多
く

の
研
究
が
あ
り
ま
す
。
正
確

な
数
字
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

日
本
で
は
０
・
05
か
ら
０
・

１
。
米
国
で
は
０
・
１
か
ら

０
・
２
と
の
研
究
も
あ
り
ま

す
。
仮
に
０
・
１
と
し
て
単

純
計
算
し
て
み
る
と
、
価
格

が
２
倍
に
な
っ
て
も
消
費
量

は
10
％
落
ち
る
だ
け
で
す
。

イ
ラ
ン
戦
争
に
よ
り
米
国
で

は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
３
月
に

平
均
30
％
上
が
り
需
要
は
３

％
減
り
ま
し
た
。
価
格
弾
性

値
は
０
・
１
で
す
。
炭
素
税

で
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
削
減
を

図
る
た
め
に
は
大
き
な
価
格

上
昇
が
必
要
に
な
り
、
消
費

者
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と

い
う
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

▼
気
候
変
動
適
応
法

顕
在
化
す
る
気
候
変
動

の
影
響
に
対
し
て
、
被
害

の
回
避
や
軽
減
に
取
り
組

む
適
応
策
を
進
め
る
た
め

２
０
１
８
年
に
制
定
さ
れ

た
法
律
。
２
０
２
３
年
に

は
熱
中
症
対
策
を
盛
り
込

む
改
正
が
な
さ
れ
た
。

国
に
対
し
て
、
そ
の
影

響
を
お
お
む
ね
５
年
ご
と

に
評
価
し
て
ま
と
め
、
結

果
を
も
と
に
気
候
変
動
適

応
計
画
を
策
定
す
る
よ
う

定
め
て
い
る
。
自
治
体
に

対
し
て
も
地
域
ご
と
の
計

画
策
定
を
努
力
義
務
と
し

て
位
置
づ
け
た
。

▼
Ｊ
│
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

中
小
企
業
や
農
業
者
な

ど
が
創
出
し
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
量
を
、
売
買

が
可
能
な「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

と
し
て
国
が
認
証
す
る
制

度
。
認
証
を
受
け
ら
れ
る

削
減
活
動
に
は
省
エ
ネ
設

備
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
新
た
に
牛

の
げ
っ
ぷ
抑
制
の
方
法
が

加
わ
っ
た
農
業
分
野
で
の

取
り
組
み
な
ど
が
あ
り
、

植
林
や
間
伐
な
ど
適
切
な

森
林
管
理
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
吸
収
量
の
増
加
も

含
ま
れ
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
排
出
量

報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
大
企
業
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
（
環
境
・
地
域
貢
献
）

を
進
め
る
企
業
な
ど
が
相

対
取
引
や
市
場
を
介
し
て

購
入
す
る
。

会
議
な
ど
を
開
く
際
に
は
汚

染
も
な
く
青
空
が
見
え
ま
し

た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
開

催
前
か
ら
近
郊
の
工
場
や
発

電
所
の
操
業
停
止
、
建
設
工

事
の
中
断
が
命
じ
ら
れ
、
期

間
中
は
自
動
車
の
走
行
も
、

ナ
ン
バ
ー
末
尾
の
偶
数
、
奇

数
で
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
公
害
対
策
に
硫

黄
酸
化
物
（
Ｓ
Ｏ
ｘ
）、
ば

い
じ
ん
な
ど
の
排
出
量
、
濃

度
を
規
制
す
る
法
律
と
条
例

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
や

地
方
自
治
体
に
よ
る
排
出
の

抑
制
は
規
制
的
手
法
と
呼
ば

れ
ま
す
。
自
動
車
の
排
ガ
ス

の
よ
う
に
機
械
性
能
の
規
制

も
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は

確
実
に
削
減
で
き
る
こ
と
で

す
が
、
規
制
の
た
め
の
行
政

環境市場新聞
バックナンバー
公開中

観
測
・
予
測
の
強
化
や
情
報
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
気
象
庁
は
２
０
２

６
年
３
月
、
大
雨
を
も
た
ら
す
線
状
降

水
帯
に
つ
い
て
直
前
予
測
の
運
用
を
同

年
５
月
か
ら
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

発
生
の
２
〜
３
時
間
前
を
目
標
に
「
気

象
防
災
速
報
（
線
状
降
水
帯
直
前
予

測
）」
と
し
て
発
表
す
る
。
あ
わ
せ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
該
当
す
る
大
ま
か

な
領
域
を
地
図
上
に
示
し
た
「
線
状
降

水
帯
予
測
マ
ッ
プ
」
も
提
供
す
る
。

こ
れ
ま
で
も
半
日
程
度
前
に
発
生
予

測
を
知
ら
せ
る
気
象
情
報
は
公
表
し
て

い
た
。
そ
こ
に
、
よ
り
確
度
の
高
い
直

前
の
予
測
が
加
わ
る
。
発
表
時
、
危
険

が
高
ま
っ
て
い
る
地
域
に
い
る
場
合
に

そ
れ
に
対
し
気
象
庁
は
、
従
来
２
㌔
㍍

四
方
だ
っ
た
予
報
の
網
目
を
１
㌔
㍍
へ

と
高
解
像
度
化
し
て
精
度
を
向
上
さ
せ

今
回
の
直
前
予
測
に
活
用
し
た
。

豪
雨
の
発
生
を
確
率
的
に
予
測
す
る

「
局
地
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
予
報
シ
ス
テ
ム
」

も
新
た
に
活
用
を
始
め
る
。
こ
れ
を
用

い
て
２
０
２
９
年
に
は
、
主
と
し
て
都

道
府
県
単
位
で
発
表
し
て
い
た
半
日
前

予
測
を
、
市
町
村
単
位
で
把
握
で
き
る

格
子
形
式
の
分
布
図
表
示
に
し
て
い

く
。
こ
れ
ら
の
高
解
像
度
化
や
新
シ
ス

は
、
自
治
体
の
避
難
情
報
な
ど
に
留
意

し
て
速
や
か
に
適
切
な
防
災
行
動
を
と

る
必
要
が
あ
る
。

積
乱
雲
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
線
状

降
水
帯
は
、
時
間
と
場
所
を
特
定
し
た

正
確
な
予
測
が
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。

発
生
の
２
〜
３
時
間
前
に
発
表

テ
ム
の
開
発

に
は
、
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
「
富

岳
」
な
ど
が
利
用
さ
れ
た
。

直
前
予
測
は
、
２
０
２
５
年
12
月
に

発
表
さ
れ
て
い
た
新
た
な
防
災
気
象
情

報
（
警
戒
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る
な
ど
の

改
善
を
図
っ
た
も
の
）
の
運
用
開
始
に

合
わ
せ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

地
球
の
歴
史

を
刻
む
地
質
時

代
の
区
分
の
１

つ
に「
石
炭
紀
」

が
あ
る
。
約
３

億
年
前
で
、
ま
だ
恐
竜
も
姿

を
現
し
て
い
な
い
頃
だ
。
名

前
の
由
来
は
こ
の
時
代
の
地

層
か
ら
多
く
の
石
炭
が
産
出

さ
れ
る
こ
と
。
そ
の
蓄
積
さ

れ
て
い
っ
た
過
程
が
、
書
籍

（「
空
飛
ぶ
微
生
物
」牧
輝
弥
）

に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

▼
い
ち
早
く
陸
上
に
進
出
し

た
シ
ダ
植
物
が
、
生
息
域
を

広
げ
大
森
林
を
形
成
し
て
い

っ
た
。
の
ち
に
良
質
の
石
炭

に
な
る
リ
ン
ボ
ク
（
レ
ピ
ド

デ
ン
ド
ロ
ン
）
な
ど
は
高
さ

約
30
㍍
で
、
そ
う
し
た
巨
木

が
地
表
を
覆
っ
た
。
だ
が
こ

の
時
代
に
は
、
樹
木
の
有
機

物
を
十
分
に
分
解
し
腐
ら
せ

る
キ
ノ
コ
な
ど
の
菌
類
が
ま

だ
進
化
し
て
い
な
か
っ
た
。

枯
れ
落
ち
た
朽
木
は
腐
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
重
な
り
、
た

め
込
ま
れ
る
。
そ
れ
が
地
球

全
体
に
及
び
、
こ
の
地
層
が

熱
や
圧
力
で
炭
化
し
た
。

▼
だ
が
、
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
は
朽
木
の
堆
積
で
生
息
域

が
減
り
植
物
全
体
が
絶
滅
し

か
ね
な
い
。
そ
れ
を
救
っ
た

の
が
進
化
し
た
菌
類
だ
。
有

機
物
分
解
能
力
を
高
め
、
朽

木
を
土
に
返
し
、
腐
葉
土
を

つ
く
っ
て
い
っ
た
。
豊
か
に

な
っ
た
土
壌
で
植
物
は
息
を

吹
き
返
し
て
い
く
。

▼
シ
ダ
植
物
の
朽
木
と
同

様
、
人
類
も
自
然
が
処
理
で

き
な
い
ほ
ど
大
量
の
排
出
物

を
生
ん
で
い
る
。
建
造
物
の

が
れ
き
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
堆
積
さ
れ
て
い
る
地
層
が

残
る
の
だ
ろ
う
か
。
新
た
に

進
化
し
た
生
物
が
救
っ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
。

2026年春季号 クロスワードパズルの答え

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

無 料

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション

２
概
観
電
気
事
業
法
【
最
終
回
】

８
章
・
９
章

細
か
な
ル
ー
ル
と
違
反
者
の
罰
則
規
定

３
ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
防
災
施
設
【
神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下
調
節
池
】

巨
大
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
調
節
池

４
中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
【
株
式
会
社
み
つ
わ
】

落
花
生
の
殻
を
使
っ
た
紙
で
地
域
産
業
に
貢
献

５
日
本
テ
ク
ノ
社
員
群
像
【
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
飯
田
綾
】

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
は
お
客
様
の
笑
顔
に
出
会
え
る
仕
事

連
載
記
事
ほ
か

■
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例
・
お
客
様
の
声

７

Ｍ
＆
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
／
電
気
の
見
え
る
化
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■EC
O
-TEN

A
N
T

ユ
ー
ザ
ー
レ
ポ
ー
ト
【
鍵
利
ビ
ル
】
５

自
動
検
針
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
ゼ
ロ

答えは「キロワット」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

環
境
問
題
の
解
決
手
法
利
点
と
欠
点

常葉大学名誉教授 山本隆三

識者コラム

最新
エネルギー市場
展望・課題

な
く
、
す
で
に
顕
在
化
し
て

い
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

重
大
性
の
指
標
は
「
現
状

（
約
１
℃
上
昇
）」「
約
１
・

５
〜
２
℃
上
昇
時
」「
約
３

〜
４
℃
上
昇
時
」
の
３
段
階

に
分
け
評
価
。
最
も
温
度
上

昇
の
低
い
現
状
の
条
件
下
で

も
、「
特
に
重
大
な
影
響
」

の
レ
ベ
ル
３
に
該
当
し
た
の

は
80
項
目
の
う
ち
23（
29
％
）

た
報
告
内
容
は
、
政
策
の
指

針
で
あ
る
気
候
変
動
適
応
計

画
の
今
後
の
見
直
し
作
業
に

利
用
さ
れ
る
。

農
林
水
産
、
水
、
生
態
系
、

自
然
災
害
、
健
康
、
産
業
、

生
活
と
い
っ
た
７
分
野
・
80

項
目
に
つ
い
て
重
大
性
、
緊

急
性
、
確
信
度
の
観
点
か
ら

総
合
的
に
分
析
。
気
候
変
動

の
影
響
は
将
来
の
懸
念
で
は

環
境
省
は
２
０
２
６
年
２

月
、
気
候
変
動
適
応
法
（
左

欄
用
語
解
説
）
に
基
づ
き
関

連
す
る
影
響
を
評
価
し
た
報

告
書
を
公
表
し
た
。
示
さ
れ

を
数
え
、
レ
ベ
ル
２
「
重
大

な
影
響
」
も
29
（
36
％
）
だ

っ
た
。
レ
ベ
ル
３
に
含
ま
れ

る
項
目
は
、
水
稲
の
品
質
劣

化
、
洪
水
の
頻
発
、
熱
中
症

の
増
加
な
ど
。

温
暖
化
が
最
も
進
む「
約

３
〜
４
℃
上
昇
時
」の
想
定

で
は
レ
ベ
ル
２
以
上
が
72
項

目（
90
％
）に
な
り
、そ
の
う

ち
50
項
目（
63
％
）が
レ
ベ
ル

３
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
各
項
目
に
は
、
特
に

影
響
を
受
け
る
地
域
・
対
象
、

適
応
策
と
そ
の
効
果
に
関
す

る
知
見
も
加
え
た
。

将
来
で
は
な
く
す
で
に
顕
在
化

環
境
省

気
候
変
動
影
響
評
価
報
告
書

気候変動の影響 重大性評価の割合

線状降水帯直前予測 開始
気象庁 詳細分析で予測精度を向上

サ ク ラ モ チ
ワ サ ビ 　 ュ
ラ 　 オ ト ー
ロ リ 　 リ

キ ミ 　 シ ッ

※約１℃上昇する現状の条件下

レ
ベ
ル
１
：
影
響
を
確
認

レ
ベ
ル
２
：
重
大
な
影
響
を
確
認

レ
ベ
ル
３
：
特
に
重
大
な
影
響
を
確
認

じ
。
観
測
開
始
か
ら
の
平
均

は
年
２
・
２
ｐ
ｐ
ｍ
増
な
の

で
陸
上
２
地
点
い
ず
れ
も
拡

大
傾
向
に
あ
る
。

洋
上
は
海
洋
気
象
観
測
船

に
よ
る
北
西
太
平
洋
域
の

値
。
東
経
１
３
７
度
線
に
沿

っ
た
北
緯
７
〜
33
度
の
平
均

で
前
年
比
４
・
７
ｐ
ｐ
ｍ
増

の
４
３
１
・
９
ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ

た
。
観
測
開
始
か
ら
の
平
均

年
増
加
量
は
２
・
１
ｐ
ｐ
ｍ
。

Ｃ
Ｏ
２

濃
度
が
４
３
０
・
３

ｐ
ｐ
ｍ
に
な
っ
た
。
前
年
か

ら
２
・
４
ｐ
ｐ
ｍ
増
加
し
て

お
り
、
観
測
開
始
か
ら
の
平

均
年
増
加
量
２
・
１
ｐ
ｐ
ｍ

よ
り
多
く
、
最
近
10
年
間
で

は
同
２
・
７
ｐ
ｐ
ｍ
に
な
り
、

増
加
量
も
拡
大
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

１
９
９
３
年
か
ら
観
測
を

開
始
し
て
い
る
も
う
１
つ

の
陸
上
地
点
、
東
京
都
小

笠
原
村
の
南
鳥
島
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
４
２
８
・
４

ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ
た
。
前
年
か

ら
の
増
加
量
は
２
・
７
ｐ
ｐ

ｍ
で
最
近
10
年
の
数
値
と
同

最
高
更
新
続
く
年
増
加
量
も
拡
大
傾
向

２
０
２
５
年
観
測
デ
ー
タ
速
報

日
本
付
近
の
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
濃
度
を
継
続
的
に
観
測
し

て
い
る
気
象
庁
は
２
０
２
６
年
３
月
、

陸
上
２
地
点
と
洋
上
に
お
け
る
２
０
２

５
年
の
速
報
値
を
公
表
し
た
。
い
ず
れ

の
デ
ー
タ
も
観
測
史
上
最
高
を
更
新
し

た
。
陸
上
は
観
測
開
始
以
来
連
続
し
て

増
加
。
年
ご
と
の
増
加
量
も
拡
大
傾
向

が
見
ら
れ
る
。

日本付近ＣＯ２濃度

ＣＯ２濃度２０２５年速報値と推移

340

360

380

400

420

440

1990 2005 2010 2015 2020 20251995 2000

（
年
）

綾里
南鳥島

※気象庁発表資料をもとに作成。

部
門
」
は
１
億
８
７
０
０
万

㌧
。
同
１
・
６
％
（
３
０
０

万
㌧
）
減
だ
っ
た
。

電
力
の
脱
炭
素
化
が
寄
与

し
た
「
家
庭
部
門
」
は
同

０
・
７
％
（
96
万
㌧
）
減
の

１
億
４
６
０
０
万
㌧
。
発
電

所
や
製
油
所
な
ど
の
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
部
門
」は
同
２
・

５
％
（
２
１
０
万
㌧
）
減
の

７
９
１
０
万
㌧
だ
っ
た
。

前
年
比
で
わ
ず
か
な
が
ら

も
唯
一
増
加
し
た
の
は
、
商

業
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
「
業

務
そ
の
他
部
門
」。
同
０
・

で
前
年
度
比
５
・
４
％
（
１

６
０
万
㌧
）
減
。
一
酸
化

二
窒
素
は
１
４
８
０
万
㌧

で
同
２
・
７
％
（
41
万
㌧
）

減
。
代
替
フ
ロ
ン
等
４
ガ
ス

（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
、

Ｓ
Ｆ
６

、
Ｎ
Ｆ
３

）
は
３
２

２
０
万
㌧
で
同
４
・
８
％（
１

６
０
万
㌧
）
減
。

な
お
、
増
加
が
望
ま
れ
る

吸
収
量
は
同
２
・
９
％
（
１

５
０
万
㌧
）
減
だ
っ
た
。

２
％
（
25
万
㌧
）
増
の
１
億

６
２
０
０
万
㌧
で
、
産
業
活

動
の
回
復
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
た
と

見
ら
れ
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
種
類
別

で
は
、
９
割
以
上
を
占
め
る

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
が
９
億
７

１
０
０
万
㌧
。
前
年
度
か
ら

は
１
・
７
％
（
１
６
７
０
万

㌧
）
減
っ
て
い
る
。

メ
タ
ン
は
２
７
９
０
万
㌧

排
出
量
を
部
門
別
に
見
て

い
く
と
、
生
産
の
落
ち
込
み

で
国
内
全
体
の
減
少
量
に
影

響
し
た
工
場
な
ど
の
「
産
業

部
門
」
が
３
億
３
４
０
０
万

㌧
。
前
年
度
比
２
・
５
％（
８

５
０
万
㌧
）減
少
し
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
や
燃
費
の
改
善
が

進
ん
だ
自
動
車
な
ど
「
運
輸

０
３
０
万
㌧
）
減
少
し
た
排

出
量
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
る
１

９
９
０
年
以
降
で
最
も
少
な

い
。
主
な
要
因
は
、
製
造
業

の
生
産
量
が
減
少
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
減
っ
た
こ

と
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
大
で
電
力
の
脱
炭
素
化

が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
だ
。

大
船
渡
市
の
綾
里
で
は
、
２

０
２
５
年
の
年
平
均
大
気
中

計
算
し
て
単
位
を
揃
え
て
い

る
。
用
い
る
の
は
地
球
温
暖

化
係
数
（
Ｇ
Ｗ
Ｐ
）
だ
。

係
数
が
28
の
メ
タ
ン
な
ら

１
㌧
排
出
さ
れ
た
と
き
の
換

算
値
は
28
㌧
│
Ｃ
Ｏ
２

に
な

る
。
メ
タ
ン
は
Ｃ
Ｏ
２

の
28

倍
も
温
暖
化
を
も
た
ら
す
こ

と
を
示
す
。
ほ
か
に
は
一
酸

化
二
窒
素
の
２
６
５
、
六
ふ

っ
化
硫
黄
の
２
万
３
５
０
０

な
ど
が
あ
る
。

二
酸
化
炭
素
換
算

温
暖
化
を
も
た
ら
す
程
度

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
容
易

に
比
較
で
き
る
よ
う
Ｃ
Ｏ
２

を
１
と
し
た
と
き
の
比
率
を

環
境
省
は
２
０
２
６
年
４
月
、
２
０
２
４
年
度
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

公
表
し
た
。
排
出
量
は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
換
算

（
以
下
同
）
で
10
億
４
６
０

０
万
㌧
。
植
林
や
都
市
緑
化
な
ど
に
よ
る
吸
収
量
が
５
２
３
０
万
㌧
で
、
そ
れ
を
差
し

引
い
た
実
質
排
出
量
（
排
出
・
吸
収
量
）
は
９
億
９
４
０
０
万
㌧
に
な
り
、
初
め
て
10

億
㌧
の
大
台
を
下
回
っ
た
。
基
準
に
す
る
２
０
１
３
年
度
排
出
量
の
13
億
９
４
０
０
万

㌧
と
比
べ
28
・
７
％
（
３
億
９
９
５
０
万
㌧
）
減
少
し
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
集
計
結
果

実
質
排
出
量
、10
億
㌧
を
下
回
る

※「実質排出量」は「排出量」から「吸収量」（森林などの吸収量）を差し引いた値。
　環境省は「排出・吸収量」と表記している。環境省発表資料をもとに作成。

２
０
１
３
年
度
を
基
準
に

す
る
政
府
目
標
は
２
０
３

０
年
度
に
46
％
減
。
全
体

と
し
て
の
減
少
傾
向
は
維
持

し
て
い
る
が
、
あ
と
６
年
で

17
・
３
㌽
削
減
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
後
は
、
２
０
５

０
年
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の

ゴ
ー
ル
が
控
え
て
い
る
。

前
年
度
か
ら
１
・
９
％（
２

１
９
８
７
年
か
ら
陸
上
の

観
測
を
続
け
て
い
る
岩
手
県

排出量 1,394 1,343 1,303 1,284 1,269 1,222 1,186 1,121 1,142 1,111 1,067 1,046
吸収量 ── 69.3 66.0 64.6 64.2 62.8 58.8 56.4 57.1 54.2 53.9 52.3
実質排出量 ── 1,273 1,237 1,220 1,205 1,159 1,127 1,065 1,085 1,057 1,013 994600

700
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28.7％減

温室効果ガス実質排出量の推移（単位：百万㌧CO2換算）

（年度）
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綾里 南鳥島
２０２５年 ４３０．３ ４２８．４

前年からの増加量 ＋２．４ ＋２．７
最近１０年間の
平均年増加量 ＋２．７

観測開始からの
平均年増加量 ＋２．１ ＋２．２

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

※「気候変動影響評価報告書」（環境省）をもとに作成。

影響報告なし
１項目

全８０項目

レベル２

レベル１

レベル３

29％
（２３項目）

３６％
（２９項目）

３４％
（２７項目）

（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２６年 （令和８年） 夏季　第85号　【季刊】
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https://www.nichidenkyo.jp/recruit/experiment/
https://www.nichidenkyo.jp/recruit/seminar/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/tv-cm/
https://www.n-technoplus.jp/
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ThinkingThinkingThinking
Techno'sTechno'sTechno's
ThinkingThinkingThinking

気
候
変
動
の
影
響
把
握
と
適
応
が
必
要

環
境
省

企
業
の
リ
ス
ク
評
価
と
開
示
の
手
法
を
提
示

飲
食
店
食
べ
残
し
持
ち
帰
り
の
手
引
き

　

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
事
業
系

食
品
ロ
ス
量
を
60
％
削
減
（
２
０

０
０
年
度
比
）
す
る
目
標
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
環
境
省

は
２
０
２
６
年
４
月
、
飲
食
店
に

お
い
て
食
べ
残
し
の
持
ち
帰
り

サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
た
め
の

ガ
イ
ド
「
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
モ

ッ
テ
コ
）
導
入
の
手
引
き
」
を
作

成
し
た
。
検
討
事
項
や
準
備
内
容

な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
「
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
は
２
０

２
０
年
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

で
選
ば
れ
た
食
べ
残
し
持
ち
帰
り

行
為
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
こ

の
愛
称
の
も
と
、
外
食
事
業
者
と

消
費
者
双
方
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
推
進
を
図
り
、
食
品
ロ
ス

削
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。
手
引
き

に
は
対
象
に
す
る
料
理
、
容
器
、

案
内
方
法
な
ど
が
事
例
を
示
し
な

が
ら
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

牛
の
げ
っ
ぷ
抑
制
で
排
出
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

畜
産
分
野
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
を
推
進
す
る
農
林
水
産
省
は
２

０
２
６
年
２
月
、
Ｊ
│
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
（
１
面
用
語
解
説
参
照
）

で
対
象
に
な
る
方
法
に
牛
の
げ
っ

ぷ
由
来
の
メ
タ
ン
ガ
ス
削
減
が
承

認
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ
ま

で
農
業
分
野
で
は
「
家
畜
排
せ
つ

物
管
理
方
法
の
変
更
」
や
「
バ
イ

オ
炭
の
農
地
施
用
」
な
ど
６
つ
の

方
法
が
対
象
だ
っ
た
が
今
回
の
承

認
で
７
種
に
拡
大
し
た
。

　

適
用
を
受
け
る
に
は
、
げ
っ
ぷ

抑
制
効
果
が
認
め
ら
れ
た
飼
料
添

加
物
（
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
殻
液
ほ

か
１
種
）
を
牛
に
給
餌
す
る
。
削

減
計
画
を
登
録
後
、
活
動
を
実
施

し
て
所
定
の
審
査
で
確
認
さ
れ
る

と
削
減
量
分
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証

が
受
け
ら
れ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は

環
境
活
動
の
実
績
に
加
え
た
い
大

企
業
な
ど
に
売
却
で
き
る
。

廃
棄
さ
れ
る
衣
料
品
25
％
削
減
へ

　

繊
維
製
品
の
資
源
循
環
シ
ス
テ

ム
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
環
境

省
は
２
０
２
６
年
３
月
、「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
た
。
政
府
は
、
２
０
３

０
年
度
に
家
庭
か
ら
出
る
衣
料
品

の
う
ち
廃
棄
さ
れ
る
も
の
を
２
０

０
０
年
度
比
で
25
％
削
減
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
今
回
の
プ
ラ

ン
は
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
示
す
。

　
「
全
国
ど
こ
で
も
分
け
て
出
せ

る
」（
回
収
体
制
の
整
備
）、「
使

え
る
も
の
は
譲
る
」（
リ
ユ
ー
ス

の
拡
大
）、「
使
え
る
も
の
は
長
く

使
う
」（
大
切
に
使
う
機
運
の
醸

成
）
の
３
分
類
で
そ
れ
ぞ
れ
想
定

す
る
削
減
量
を
記
し
、
そ
れ
を
具

現
化
す
る
た
め
製
造
者
側
の
「
長

く
使
え
て
資
源
を
循
環
し
や
す
く

作
る
」
の
項
目
も
設
け
た
。

う
企
業
の
実
務
担
当
者
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
得
ら
れ

る
知
見
は
広
く
一
般
に
も
有

用
だ
。
情
報
開
示
の
義
務
を

負
わ
な
い
中
小
企
業
の
関
係

者
で
も
、
取
引
先
大
企
業
の

動
向
を
う
か
が
え
る
。

　

手
引
き
は
２
つ
の
章
と
参

考
情
報
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
拾
い
読

み
で
き
る
つ
く
り
。
第
１
章

「
気
候
変
動
適
応
の
重
要
性
」

で
は
、
夏
の
高
温
に
よ
る
熱

中
症
増
加
の
デ
ー
タ
と
求
め

ら
れ
る
作
業
者
へ
の
安
全
対

策
、
大
雨
被
害
に
よ
る
事
業

活
動
の
停
滞
な
ど
、
気
候
変

動
に
よ
る
企
業
へ
の
影
響
を

　

上
場
企
業
な
ど
に
求
め
ら

れ
る
情
報
開
示
の
種
類
に
は

各
種
財
務
デ
ー
タ
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
関
連
の
報
告
な
ど
が
あ

り
、
最
近
で
は
そ
こ
に
、
予

測
さ
れ
る
気
候
変
動
リ
ス
ク

の
評
価
も
含
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
評
価
や
情
報

開
示
に
必
要
な
手
法
、
ツ
ー

ル
、
デ
ー
タ
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
手
引
き
は
、
主
と
し

て
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行

複
数
記
載
。
そ
の
リ
ス
ク
の

評
価
と
開
示
が
、
国
際
的
な

基
準
に
基
づ
い
て
義
務
化
さ

れ
る
動
向
も
示
し
て
い
る
。

　

第
２
章
「
気
候
変
動
の
物

理
的
リ
ス
ク
評
価
の
流
れ
」

で
は
、
気
候
変
動
そ
の
も
の

に
起
因
す
る
危
惧
を
「
物
理

的
リ
ス
ク
」
と
し
て
そ
の
評

価
手
順
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

形
式
で
解
説
し
て
い
る
。
要

素
を
網
羅
的
に
洗
い
出
し
た

の
ち
影
響
の
大
き
い
リ
ス
ク

を
選
定
、
個
々
の
リ
ス
ク
が

気
温
上
昇
シ
ナ
リ
オ
の
段
階

ご
と
（
１
・
５
℃
や
４
℃
な

ど
）
に
ど
の
程
度
の
損
失
コ

ス
ト
や
事
業
に
占
め
る
割
合

に
な
る
か
算
出
、
リ
ス
ク
に

応
じ
た
対
応
策
の
検
討
や
実

施
│
│
と
い
っ
た
内
容
だ
。

　

参
考
情
報
「
取
組
の
参
考

と
な
る
デ
ー
タ
集
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
「
水
ス
ト

レ
ス
」「
原
材
料
調
達
」「
暑

熱
」
の
リ
ス
ク
を
対
象
に
、

評
価
ツ
ー
ル
、
デ
ー
タ
、
国

内
の
情
報
開
示
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。

eco topicseco topics
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
普
及
の
た
め

買
取
価
格
や
賦
課
金
を
毎
年
定
め
て
い
る
経
済
産
業

省
は
２
０
２
６
年
３
月
、新
た
な
単
価
を
決
定
し
た
。

　

電
力
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
国
民
が
広
く
負
担
す
る

賦
課
金
は
１
㌔
㍗
時
当
た
り
４
・
18
円
に
な
っ
た
。

１
カ
月
の
使
用
量
が
４
０
０
㌔
㍗
時
の
標
準
家
庭
で

月
１
６
７
２
円
、
年
２
万
64
円
に
な
る
。
単
価
は
、

市
場
価
格
の
高
騰
で
再
エ
ネ
の
販
売
価
格
が
増
え
た

２
０
２
３
年
度
を
除
き
、
２
０
１
２
年
度
の
制
度
開

始
か
ら
上
昇
を
続
け
て
お
り
、
４
円
を
超
え
た
の
は

今
回
が
初
め
て
。
昨
年
度
の
同
３
・
98
円
か
ら
は
約

５
％
増
え
て
い
る
。
こ
の
単
価
が
適
用
さ
れ
る
の
は

２
０
２
６
年
５
月
か
ら
２
０
２
７
年
４
月
検
針
分
ま

で
の
電
気
料
金
に
対
し
て
。

　

再
エ
ネ
買
取
価
格
で
新
た
に
決
ま
っ
た
の
は
、
２

０
２
５
年
度
下
期
か
ら
導
入
さ
れ
た
初
期
投
資
支
援

ス
キ
ー
ム
（
４
年
ま
で
24
円
、
５
〜
10
年
は
８
・
３

円
）
を
２
０
２
７
年
度
も
適
用
す
る
住
宅
用
太
陽
光

発
電
な
ど
。
地
上
設
置
の
事
業
用
太
陽
発
電
は
２
０

２
７
年
度
以
降
は
制
度
の
支
援
対
象
外
に
な
る
。

　

環
境
省
は
２
０
２
６
年
３
月
、

「
太
陽
光
発
電
に
お
け
る
自
然
環

境
配
慮
の
手
引
き
」を
公
表
し
た
。

す
で
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
は
環

境
影
響
評
価
法
で
規
制
を
受
け
て

い
る
が
、
今
回
の
手
引
き
は
、
そ

の
対
象
か
ら
外
れ
る
比
較
的
小
規

模
な
発
電
事
業
に
向
け
た
既
定
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
補
遺
す
る
位
置

づ
け
。
自
然
環
境
（
動
物
・
植
物
・

生
態
系
）
へ
の
影
響
を
回
避
・
低

減
す
る
た
め
、
事
例
を
交
え
具
体

的
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
主
に
設
計
段

階
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
が
、

手
引
き
で
は
太
陽
光
発
電
事
業
実

施
に
当
た
っ
て
の
立
地
選
定
か

ら
、
設
計
、
施
工
、
運
用
・
管
理
、

撤
去
・
処
分
ま
で
段
階
別
に
対
策

や
検
討
の
項
目
を
挙
げ
る
。
設
計

の
段
階
で
は
、
避
け
ら
れ
な
い
影

響
が
発
生
し
て
し
ま
う
場
合
に
別

の
場
所
で
新
た
な
ビ
オ
ト
ー
プ
を

造
成
す
る
と
い
っ
た
代
償
の
対
策

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
は
導
入
量
が
拡
大

す
る
一
方
、
土
砂
流
出
、
濁
水
発

生
、
景
観
の
悪
化
、
生
活
環
境
へ

の
影
響
な
ど
問
題
も
表
面
化
し

た
。
具
体
的
指
針
を
示
す
こ
と
で

事
業
者
の
取
り
組
み
を
促
し
地
域

と
の
共
生
を
図
る
狙
い
が
あ
る
。

太陽光発電 環境配慮の手引き
え
る
こ
と
に
な
る
。
主
に
火
力
発

電
所
が
担
っ
て
い
る
ピ
ー
ク
対
応

時
の
急
激
な
焚たた

き
増
し
（
追
加
の

発
電
）
の
軽
減
に
も
役
立
つ
。

　

３
つ
目
の
「
環
境
適
合
」
に
は
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
電
気
を
積

極
的
に
使
う
「
上
げ
Ｄ
Ｒ
」
が
貢

献
す
る
。
天
候
に
左
右
さ
れ
て
し

ま
う
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
エ
ネ

が
電
気
を
つ
く
り
過
ぎ
て
し
ま
う

と
き
、
そ
れ
を
消
費
す
る
活
動
に

よ
っ
て
無
駄
を
な
く
せ
る
。
現
在

は
供
給
過
多
が
予
想
さ
れ
る
と
、

発
電
事
業
者
に
は
発
電
抑
制
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
リ
ス
ク

が
減
れ
ば
再
エ
ネ
の
拡
大
に
も
寄

与
し
て
い
け
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

日
本
テ
ク
ノ
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
、
電
力
の
使
用
状

況
を
「
見
え
る
化
」
す
る
だ
け
で

　

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
が

２
０
２
５
年
１
月
に
公
表
し
た
需

要
想
定
は
、
今
後
の
電
力
需
給
の

構
造
変
化
を
示
唆
し
て
い
る
。
人

口
減
少
や
省
エ
ネ
の
進
展
に
よ
っ

て
こ
れ
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

電
力
需
要
が
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

や
半
導
体
工
場
の
新
増
設
、
経
済

成
長
と
い
っ
た
要
因
で
、
こ
の
先

２
０
３
４
年
度
に
か
け
て
増
加
し

て
い
く
と
見
込
ん
で
い
る
の
だ
。

　

将
来
の
需
要
増
に
は
再
生
可
能

な
く
電
力
の
市
場
価
格
に
も
連
動

し
て
い
る
。安
価
な
時
間
帯
は
青
、

高
価
な
ら
赤
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
発
光
す

る
。
そ
の
表
示
で
判
断
し
、
再
エ

ネ
供
給
が
多
く
価
格
が
安
い
と
き

は
生
産
性
を
高
め
、
高
い
タ
イ
ミ

ン
グ
は
工
程
の
見
直
し
を
心
が
け

る
な
ど
、
上
げ
下
げ
の
Ｄ
Ｒ
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根
幹
を
電

力
の
使
用
者
側
か
ら
支
え
、
予
測

さ
れ
て
い
る
将
来
の
需
要
増
に
も

対
処
し
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
を

多
く
の
企
業
に
手
掛
け
て
も
ら
い

た
い
。
そ
れ
を
日
々
の
業
務
の
中

で
自
然
に
実
行
し
て
い
く
に
は
、

意
識
改
革
が
必
要
だ
。
一
目
で
行

動
の
時
機
を
判
断
で
き
る
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
、
意
識
を

そ
こ
に
向
か
わ
せ
る
た
め
の
最
適

な
ツ
ー
ル
だ
と
考
え
て
い
る
。

エネルギー政策の根幹にも資する
デマンドレスポンス（ＤＲ）

の
「
Ｓ
」
を
大
前
提
に
、
３
つ
の

「
Ｅ
」（
安
定
供
給
：
Ｅ2

ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｙ　

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
、
経
済

効
率
性
：
Ｅ2

ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ

Ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
、
環
境

適
合
：
Ｅ2

ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
）
を
図
っ
て
い
く
も
の
。

　

１
つ
目
の
Ｅ
で
あ
る
「
安
定
供

給
」
で
は
、
発
電
所
な
ど
供
給
側

の
電
力
量
が
不
足
し
そ
う
な
と
き

需
要
家
が
消
費
を
抑
え
る
「
下
げ

Ｄ
Ｒ
」
を
実
施
す
れ
ば
、
需
給
を

均
衡
に
向
か
わ
せ
る
力
に
な
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
回
復
で
大
規
模
停
電

を
未
然
に
防
ぎ
、
需
要
側
の
制
御

そ
の
も
の
が
予
備
の
発
電
能
力
と

し
て
機
能
し
て
い
く
。

　

２
つ
目
の
「
経
済
効
率
性
」
で

は
、
市
場
価
格
が
高
い
時
間
帯
の

消
費
を
避
け
る
こ
と
で
電
力
の
供

給
エ
リ
ア
全
体
の
需
要
急
増
を
抑

立地選定から撤去・処分までの指針

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
な
ど
脱

炭
素
電
源
の
拡
充
が
不
可
欠
だ

が
、
そ
の
電
源
確
保
が
滞
れ
ば
、

先
端
産
業
の
国
内
立
地
が
阻
害
さ

れ
、
産
業
競
争
力
や
経
済
成
長
の

機
会
を
失
い
か
ね
な
い
。
そ
こ
で

求
め
ら
れ
る
の
が
供
給
側
だ
け
で

な
い
需
要
側
の
対
策
だ
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て

重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
「
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
Ｄ
Ｒ
）」
の
推

進
で
あ
る
。
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
に

応
じ
、
電
力
を
使
用
す
る
側
が
、

消
費
パ
タ
ー
ン
を
意
図
的
に
賢
く

変
化
さ
せ
る
運
用
方
法
だ
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

Ｄ
Ｒ
の
推
進
は
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
根
幹
と
さ
れ
る

「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
の
原
則
に
も
資
す

る
。
そ
の
最
重
要
視
さ
れ
る
原
則

と
は
、安
全
性
（
Ｓ2
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
）

２
０
２
６
年
度
再
エ
ネ
賦
課
金
な
ど
決
定
、一
般
家
庭
の
負
担
は
年
２
万
円
超

　

１
１
３
条
の
２「
主
務
大
臣
等
」

は
原
発
の
主
務
大
臣
を
原
子
力
規

制
委
員
会
と
経
産
相
の
２
者
に
し

た
。
１
１
４
条
「
権
限
の
委
任
」

は
経
産
相
が
一
定
の
権
限
を
委
員

会
な
ど
に
委
任
で
き
る
規
定
。
１

１
４
条
の
２
「
委
員
会
に
対
す
る

審
査
請
求
」
は
委
任
さ
れ
た
委
員

会
へ
の
申
し
立
て
に
つ
い
て
。

　

以
上
の
「
雑
則
」
に
続
く
９
章

は
「
罰
則
」。
電
事
法
の
規
定
に

違
反
し
た
者
へ
課
す
処
分
を
列
挙

す
る
。
条
文
は
１
１
５
〜
１
２
９

条
ま
で
の
23
。
そ
の
う
ち
い
く
つ

か
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

　

電
気
工
作
物
を
損
壊
し
電
気
事

業
を
妨
害
し
た
者
▽
５
年
以
下
の

拘
禁
刑
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
／
無
登
録
で
小
売
電
気
事

業
を
営
ん
だ
者
▽
１
年
以
下
の
拘

禁
刑
も
し
く
は
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
ま
た
は
併
科
／
供
給
力
確

保
に
必
要
な
措
置
を
と
る
命
令
に

従
わ
な
い
小
売
電
気
事
業
者
▽
３

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
／
違
反
な

ど
に
よ
る
主
任
技
術
者
免
状
の
返

納
命
令
に
従
わ
ず
返
納
し
な
い
者

▽
10
万
円
以
下
の
過
料
。

１
条
「
苦
情
の
申
出
」
は
電
気
事

業
者
ら
の
訴
え
る
苦
情
の
規
定
。

　

１
１
２
条
「
手
数
料
」
は
免
状

交
付
や
検
査
な
ど
の
手
数
料
。
１

１
２
条
の
２
「
公
示
」
は
官
報
公

示
が
必
要
な
項
目
。
１
１
２
条
の

３「
原
子
炉
等
規
制
法
と
の
関
係
」

で
は
原
発
に
お
け
る
電
事
法
と
の

規
定
関
係
を
整
理
。１
１
３
条「
経

過
措
置
」
は
関
連
の
政
令
な
ど
に

経
過
措
置
を
認
め
る
。

す
る
命
令
」
で
は
検
査
機
関
へ
の

命
令
権
限
も
与
え
て
い
る
。

　

１
０
８
条
「
聴
聞
の
特
例
」
は

登
録
取
り
消
し
な
ど
の
処
分
に
公

開
の
聴
聞
を
求
め
る
。
１
０
９
条

「
指
定
試
験
機
関
の
処
分
等
に
係

る
審
査
請
求
」
は
不
服
の
申
し
立

て
に
つ
い
て
。
そ
の
決
裁
前
に
は

１
１
０
条
「
審
査
請
求
の
手
続
に

お
け
る
意
見
の
聴
取
」
で
公
開
の

意
見
聴
取
を
義
務
づ
け
た
。
１
１

　

８
章
は
「
雑
則
」。
一
般
的
な

法
律
は
本
体
の
章
に
含
め
に
く
い

細
か
な
規
定
を
「
雑
則
」
に
ま
と

め
て
い
る
。
電
事
法
も
同
じ
で
、

事
務
的
事
項
や
特
例
、
補
足
事
項

な
ど
が
記
さ
れ
る
。
条
文
は
１
０

０
〜
１
１
４
条
の
２
ま
で
の
22
。

　

１
０
０
条
の
見
出
し
は
「
登
録

等
の
条
件
」。
こ
れ
ま
で
の
条
文

で
定
め
た
各
種
の
登
録
、
許
可
、

承
認
な
ど
に
は
経
済
産
業
大
臣
の

判
断
で
必
要
な
条
件
が
つ
け
ら
れ

る
と
し
た
。
１
０
１
〜
１
０
３
条

は
「
発
電
水
力
」。
水
力
発
電
所

開
発
に
つ
い
て
の
規
定
を
示
す
。

　

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
の
扱
う
計
量

器
を
規
定
す
る
の
は
１
０
３
条
の

２
「
特
定
計
量
の
届
出
等
」。
１

０
４
条
「
電
気
工
作
物
検
査
官
」

で
は
経
産
省
と
原
子
力
規
制
委
員

会
に
検
査
官
を
置
く
と
し
、
一
般

送
配
電
事
業
者
に
対
す
る
毎
年
の

監
査
を
１
０
５
条
「
監
査
」
で
義

務
づ
け
る
。
１
０
５
条
の
２
「
調

査
の
要
請
」
は
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
の
問
題
を
専
門
機
関
へ

調
査
要
請
で
き
る
規
定
。

　

１
０
６
条
「
報
告
の
徴
収
」
は

経
産
相
が
関
連
機
関
に
一
定
の
報

告
提
出
を
命
じ
ら
れ
る
と
し
、
同

様
に
１
０
７
条
「
立
入
検
査
」
で

必
要
な
立
ち
入
り
検
査
も
定
め

る
。
１
０
７
条
の
２
「
機
構
に
対

細
か
な
ル
ー
ル
と
違
反
者
の
罰
則
規
定

概観

電 事電 事事気気事事業業業法法

　電気事業法（電事法）を概観してきたこの連載
は、今回をもって本則部分の９章をすべて紹介し終
える。残り２章分をまとめて見ていく最終回だ。こ
れまでの７章に加えられなかった事務的事項や特
例などの細かなルールをまとめた章と違反者の罰
則を規定したもの２つを要略していく。
　なお記事作成においては、政府のサイト「ｅ‒Ｇ
ｏｖ法令検索」を利用して、電気事業法（２０２５年
６月６日施行）の条文を参照した。

最
終
回

８
章
雑
則
／
９
章
罰
則

　

ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
と
は
電

線
（
ワ
イ
ヤ
）
で
つ
な
ぐ
こ

と
な
く
電
気
を
送
る
技
術
。

す
で
に
コ
ー
ド
レ
ス
フ
ォ
ン

や
電
動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
実

用
化
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
専
用
パ
ッ
ド
に
置
く
だ

け
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
充
電
も
こ

の
技
術
に
よ
る
。
地
面
に
あ

る
給
電
装
置
か
ら
無
線
で
Ｅ

Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
の
バ
ッ

テ
リ
ー
に
送
電
す
る
シ
ス
テ

ム
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
に
は
大

き
く
５
つ
の
方
式
が
あ
る
。

電
磁
誘
導
、
磁
界
共
鳴
、
電

界
結
合
の
３
つ
は
非
放
射
型

に
分
類
さ
れ
送
受
電
距
離
は

比
較
的
短
い
。
残
る
２
つ
の

マ
イ
ク
ロ
波
と
レ
ー
ザ
ー
の

方
式
は
電
磁
波
を
受
電
側
に

向
け
て
飛
ば
す
放
射
型
。
静

止
衛
星
搭
載
の
太
陽
光
発
電

か
ら
地
上
へ
送
電
す
る
研
究

が
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
遠
距

離
の
給
電
が
期
待
で
き
る
。

方
式
。
同
じ
共
振
周
波
数
の

２
つ
の
コ
イ
ル
を
使
っ
て
効

率
を
高
め
２
㍍
離
れ
た
送
電

も
可
能
に
す
る
。
残
る
非
放

射
型
の
電
界
結
合
方
式
は
２

つ
の
電
極
を
ほ
ぼ
密
着
さ
せ

電
力
を
伝
え
る
も
の
。

　

放
射
型
の
マ
イ
ク
ロ
波
方

式
は
電
力
を
電
磁
波
に
変
え

受
信
側
に
放
出
す
る
。
レ
ー

ザ
ー
方
式
も
大
枠
は
同
じ
で

マ
イ
ク
ロ
波
よ
り
波
長
が
短

い
レ
ー
ザ
ー
光
を
使
う
。

　

距
離
や
コ
ス
ト
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
長
短
が
あ
り
特
徴
に
合

わ
せ
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
組
み
を
簡

単
に
見
て
い
こ
う
。
電
磁
誘

導
方
式
は
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス

の
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ラ

デ
ー
が
発
見
し
た
電
磁
誘
導

の
法
則
を
利
用
す
る
。
コ
イ

ル
に
磁
力
線
の
束
（
磁
束
）

が
通
る
と
そ
の
変
化
に
応
じ

て
電
気
が
流
れ
る
。
磁
束
は

電
気
を
流
せ
ば
発
生
す
る
の

で
、
そ
れ
が
届
く
範
囲
に
２

つ
の
コ
イ
ル
を
置
け
ば
電
力

は
伝
わ
る
。
た
だ
し
距
離
が

広
が
る
と
漏
れ
磁
束
が
多
く

な
り
送
受
電
は
難
し
い
。

　

そ
の
改
良
型
が
磁
界
共
鳴

電
線
を
使
わ
ず
に
電
気
を
送
る

今回学ぶ
▶コトバ◀

もっと知る
電力リテラシー

　

民
間
企
業
の
環
境
対
策
を
支
援
す
る
環
境
省
は
２
０
２
６
年
３
月
、「
気
候
変
動
の

物
理
的
リ
ス
ク
評
価
の
手
引
き
」
を
公
表
し
た
。
副
題
は
「
気
候
変
動
適
応
で
企
業
価

値
を
高
め
る
」。
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
把
握
（
評
価
）
し
て
そ
の
情
報
を
開

示
す
る
手
法
を
示
し
、
リ
ス
ク
に
適
応
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

「気候変動の物理的リスク評価の手引き」の構成

ワイヤレス給電

電事法の構成／８・９章の内容

電気事業法
章 １ ２ ２の２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

見
出
し

総
則

電
気
事
業

電
気
使
用
者
情
報
の

利
用
及
び
提
供

電
気
工
作
物

土
地
等
の
使
用

　

電
力
・
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会　

登
録
適
合
性
確
認
機
関
、登
録

安
全
管
理
審
査
機
関
、指
定
試

験
機
関
及
び
登
録
調
査
機
関

卸
電
力
取
引
所

雑
則

罰
則

前回までの解説分

ワイヤレス給電の主な種類

８章　雑則
事務的事項や特例など細かなルール

１００条：登録等の条件、１０１条／１０２条／１０３条：発電
水力、１０３条の２：特定計量の届出等、１０４条：電気工作
物検査官、１０５条：監査、１０５条の２：調査の要請、１０６条：
報告の徴収、１０７条：立入検査、１０７条の２：機構に対す
る命令、１０８条：聴聞の特例、１０９条：指定試験機関の処
分等に係る審査請求、１１０条：審査請求の手続における意
見の聴取、１１１条：苦情の申出、１１２条：手数料、１１２条
の２：公示、１１２条の３：原子炉等規制法との関係、１１３条：
経過措置、１１３条の２：主務大臣等、１１４条：権限の委任、
１１４条の２：委員会に対する審査請求

９章　罰則
電事法に定める規定に違反した者への罰則

● 電気工作物を損壊して発電や送配電などを妨害した者に５
年以下の拘禁刑または１００万円以下の罰金（１１５条）
● 許可を受けずに一般送配電事業を営んだ者に３年以下の
拘禁刑もしくは３００万円以下の罰金または併科（１１６条）
● 登録せずに小売電気事業を営んだ者に１年以下の拘禁刑
もしくは１００万円以下の罰金または併科（１１７条の２）
● 供給力確保に必要な措置をとる命令に従わない小売電気
事業者は３００万円以下の罰金（１１８条）
● 法律違反などで主任技術者免状の返納を命じられた者が
それを返納しないときは１０万円以下の過料（１２８条）

……など

種類 特徴

非
放
射
型

磁
界
結
合
型

電磁誘導
方式

磁場を発生させ
電力を伝える

磁界共鳴
方式

磁界の共鳴を利
用する

電界結合方式
接近した平板電
極間で電力を伝
える

放
射
型

マイクロ波方式 電力を電磁波に
変えて伝送

レーザー方式 電力をレーザー
光に変えて伝送

磁界結合のイメージ

①電気を流す

③ 離れたコイル
に磁束が伝わ
り電気が発生

②
磁
場
が
発
生

受
信
側
コ
イ
ル

送
信
側
コ
イ
ル

空間空間

漏れ磁束漏れ磁束

第 1章 気候変動適応の重要性

 1.1  企業における気候変動の物理的リスク・
機会と対応

 1.2  気候関連リスク開示のフレームワーク
 1.3  企業経営における気候変動適応の取組

の方向性
第 2章 気候変動の物理的リスク評価の流れ

 2.1  気候変動の物理的リスク評価のフロー
 2.2  気候変動を含む企業経営リスクの整理
 2.3  物理的リスク・機会の評価
 2.4  情報開示
参考情報 取組の参考となるデータ集

 3.1 評価ツール／データ
 3.2 国内の開示事例
 3.3 関連ガイド

（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２６年 （令和８年） 夏季　第 85号　【季刊】

https://www.n-techno.co.jp/eco-media/article/
https://www.n-techno.co.jp/eco-media/article/


ど
を
経
て
隅
田
川
に
注
ぐ

24
・
６
㌔
㍍
の
一
級
河
川
。

「
中
流
域
の
杉
並
区
や
中
野

区
で
は
昭
和
50
年
代
か
ら
都

市
化
に
伴
う
水
害
が
多
発
し

ま
し
た
。
市
街
化
の
進
展
が

土
地
本
来
の
浸
透
機
能
を
弱

め
た
よ
う
で
す
」（
東
京
都

第
三
建
設
事
務
所
工
事
第
二

課
課
長
の
岡
田
理
志
さ
ん
）。

対
策
と
し
て
東
京
都
は
、
川

幅
を
広
げ
る
事
業
な
ど
と
並

行
し
て
調
節
池
の
整
備
を
進

め
て
い
っ
た
。

　

神
田
川
・
環
状
七
号
線
地

下
調
節
池
は
、
東
京
都
の
主

要
幹
線
道
路
の
１
つ
で
あ
る

環
状
七
号
線
の
地
下
34
〜
43

㍍
の
位
置
に
あ
る
。長
さ
４
・

５
㌔
㍍
、
内
径
12
・
５
㍍
の

貯
水
ト
ン
ネ
ル
だ
。
洪
水
時

に
は
約
54
万
立
方
㍍
（
25
㍍

プ
ー
ル
１
８
０
０
杯
分
）
を

貯
留
す
る
。

　

１
９
９
７
年
の
利
用
開
始

か
ら
現
在
ま
で
の
約
30
年

間
で
計
47
回
取
水
が
行
わ

れ
た
。
２
０
１
９
年
10
月
の

台
風
19
号
で
は
約
49
万
立
方

㍍
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
最
大
貯

留
量
の
約
９
割
と
な
る
洪
水

を
受
け
止
め
た
。「
建
設
前

の
１
９
９
３
年
台
風
11
号
と

２
０
０
４
年
台
風
22
号
の
総

雨
量
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
で

す
が
浸
水
面
積
は
85
㌶
か
ら

４
㌶
に
減
り
、
浸
水
家
屋
も

３
１
１
７
戸
か
ら
46
戸
と
、

被
害
の
軽
減
に
大
き
く
役
立

っ
て
い
ま
す
」（
岡
田
さ
ん
）。

　

調
節
池
に
は
、
こ
こ
で
採

用
し
て
い
る
「
地
下
ト
ン
ネ

ル
式
」
の
ほ
か
に
も
、
地
上

部
を
掘
削
し
た
場
所
に
洪
水

を
貯
留
す
る
「
掘
込
式
」
と
、

地
下
に
設
置
さ
れ
た
箱
型
に

洪
水
を
貯
留
す
る
「
地
下
箱

式
」の
２
つ
の
方
法
が
あ
る
。

神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下

調
節
池
の
建
設
前
、
該
当
エ

リ
ア
で
は
す
で
に
土
地
利
用

が
進
ん
で
い
て
掘
込
式
や
地

下
箱
式
を
つ
く
る
場
所
が
限

ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
公
共

施
設
で
あ
る
環
状
七
号
線
の

地
下
を
有
効
活
用
す
る
ト
ン

　

台
風
や
豪
雨
な
ど
の
水
害

か
ら
家
屋
を
守
る
た
め
東
京

都
内
に
は
河
川
の
洪
水
を
一

時
的
に
貯
留
す
る
調

ち
ょ
う

ち
ょ
う

節せ
つ
せ
つ

池ちち

が

30
カ
所
整
備
さ
れ
て
い
る
。

う
ち
「
神
田
川
・
環
状
七
号

線
地
下
調
節
池
」
は
地
下
ト

ン
ネ
ル
式
と
し
て
国
内
最
大

規
模
の
貯
留
量
が
あ
る
。

　

神
田
川
は
、
三
鷹
市
に
あ

る
井
の
頭
池
を
水
源
に
、
杉

並
区
、
中
野
区
、
新
宿
区
な

連
結
し
て
総
延
長
13
・
１
㌔

㍍
の
「
環
状
七
号
線
地
下
広

域
調
節
池
」
を
つ
く
る
。

　

２
つ
の
調
節
池
を
つ
な
ぐ

石
神
井
川
区
間
（
ト
ン
ネ
ル

延
長
５
・
４
㌔
㍍
）
が
完
成

す
れ
ば
合
計
貯
留
量
は
１
４

３
万
立
方
㍍
に
な
る
。
こ
の

量
は
、
１
時
間
に
１
０
０
㍉

㍍
の
局
地
的
で
短
時
間
の
集

中
豪
雨
に
も
効
果
が
発
揮
で

き
る
と
予
想
さ
れ
る
規
模

だ
。
１
時
間
50
㍉
㍍
を
超
え

る
降
水
量
は
ゴ
ー
ゴ
ー
と
滝

の
よ
う
に
流
れ
、
恐
怖
を
感

じ
る
豪
雨
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
の
倍
の
量
に
も
対
応
す
る

施
設
に
な
る
。

　

調
節
池
は
見
学
ツ
ア
ー
な

ど
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。
実

物
の
間
近
に
立
て
ば
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
実
感

で
き
る
だ
ろ
う
。

取
り
入
れ
る
「
取
水
施
設
」

が
あ
る
。
そ
の
３
カ
所
を
統

括
管
理
す
る
の
が
善
福
寺
川

取
水
施
設
で
、
３
河
川
の
中

で
増
水
が
起
こ
り
や
す
い
場

所
を
遠
隔
監
視
し
て
い
る
。

普
段
は
無
人
の
施
設
だ
が
、

杉
並
区
に
レ
ベ
ル
２
大
雨
注

意
報
が
発
令
さ
れ
る
と
職
員

が
24
時
間
体
制
で
洪
水
の
状

況
を
監
視
し
、
取
水
ゲ
ー
ト

の
開
閉
な
ど
流
入
量
の
調
整

を
行
う
。
そ
し
て
洪
水
が
お

さ
ま
っ
た
後
に
は
再
び
各
施

設
よ
り
貯
留
水
が
河
川
へ
放

流
さ
れ
る
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
の

が
、
よ
り
大
き
な
貯
留
量
を

確
保
す
る
た
め
の
整
備
工
事

だ
。こ
こ
ま
で
見
て
き
た「
神

田
川
・
環
状
七
号
線
地
下
調

節
池
」
と
、
練
馬
区
に
あ
る

「
白
子
川
地
下
調
節
池
」
を

優しくない地球でひとが生きのびるための８０の処方箋
品田知美 著

　

著
者
は
社
会
学
者
。
環
境
社
会

学
の
講
義
を
す
る
中
で
多
く
の
学

生
が
「
初
め
て
知
っ
た
」「
も
っ

と
早
く
知
り
た
か
っ
た
」
と
姿
勢

を
正
し
、
で
も
自
分
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
首

を
か
し
げ
た
。
そ
こ
で
蓄
え
た
知

識
や
考
え
を
ま
と
め
、
答
え
を
解

く
ヒ
ン
ト
に
し
て
も
ら
お
う
と
本

書
を
著
し
た
。
地
球
は
人
に
優
し

く
な
い
。
自
然
を
征
服
し
た
は
ず

の
人
間
が
直
面
す
る
気
候
変
動
と

い
う
返
り
討
ち
か
ら
、
み
ん
な
で

「
生
き
の
び
る
」
た
め
に
。

　

た
だ
し
明
瞭
に
指
示
す
る
口
調

で
は
な
い
。
叙
情
を
交
え
た
随
筆

に
近
く
、
そ
の
文
体
で
情
報
を
緩

や
か
に
包
み
表
現
し
て
い
る
。

80
の
項
目
を
原
理
編
と
実
践
編

に
分
け
て
構
成
。
前
者
に
は
、
お

そ
ら
く
学
生
た
ち
が
「
も
っ
と
早

く
知
り
た
か
っ
た
」
だ
ろ
う
関
連

知
識
を
盛
り
込
ん
だ
。
鉄
鉱
石
の

中
の
鉄
の
割
合
は
多
く
て
５
割
、

採
掘
時
に
周
囲
の
土
も
削
る
の
で

１
本
の
鉄
骨
を
つ
く
る
に
も
大
量

の
廃
棄
物
が
出
る
。
地
球
上
の
物

質
の
総
量
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
炭

素
量
に
も
増
減
は
な
い
。
多
く
は

海
底
か
土
壌
に
あ
り
、
大
気
に
浮

か
ぶ
ほ
ん
の
一
部
の
炭
素
の
微
量

な
増
加
が
気
候
変
動
を
起
こ
し
て

「
自
分
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」を
解
く
ヒ
ン
ト

い
る
│
│
と
い
っ
た
情
報
だ
。

　

後
半
の
実
践
編
は
、
著
者
が
行

う
取
り
組
み
の
断
片
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
使
用
を
減
ら
そ
う
と
持
ち
手

が
竹
製
の
歯
ブ
ラ
シ
を
購
入
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
供
給
す
る

電
力
会
社
に
変
更
し
ア
ン
ペ
ア
を

下
げ
る
。「
た
ま
に
ブ
レ
ー
カ
ー

が
落
ち
る
く
ら
い
の
契
約
に
す
る

と
、
節
約
を
思
い
出
せ
て
ち
ょ
う

ど
い
い
か
も
」（
２
２
９
㌻
）。

　

各
項
目
は
数
ペ
ー
ジ
で
短
く
ま

と
め
ら
れ
、
気
に
な
っ
た
箇
所
の

拾
い
読
み
で
も
「
生
き
の
び
る
」

た
め
の
知
恵
を
見
つ
け
ら
れ
る
。

　

リ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

中
高
学
部（
福
岡
県
筑
紫
野
市
）

は
、
国
語
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て

の
授
業
を
英
語
で
行
う
英
語
イ

マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
が
特
色
の
中

高
一
貫
校
だ
。
日
本
で
唯
一
、

教
育
課
程
特
例
校
制
度
で
「
環

境
」
の
科
目
を
置
く
。

　

特
例
校
と
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
通
常
の
教
育
課
程
に
あ
る

授
業
時
間
の
一
部
を
学
校
や
地

域
の
特
色
に
合
わ
せ
、
よ
り
効

果
的
な
独
自
の
科
目
に
あ
て
ら

れ
る
。
制
度
を
取
り
入
れ
た
き

っ
か
け
を
校
長
の
都
築
明
寿
香

さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
自
然
と

の
調
和
は
創
立
当
初
か
ら
大
切

に
し
て
き
た
も
の
。
本
校
の
方

針
は
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
を

育
て
る
こ
と
。
そ
の
２
点
か
ら

お
の
ず
と
世
界
的
問
題
の
環
境

の
重
要
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
、

制
度
の
導
入
に
至
り
ま
し
た
」。

　

中
学
部
の
環
境
の
科
目
で
は

環
境
汚
染
、
生
物
多
様
性
な
ど

年
間
５
〜
６
個
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
授
業
が
行
わ
れ
る
。
週
に

１
回
、
３
年
間
で
お
よ
そ
80
時

間
を
か
け
て
幅
広
く
学
ぶ
。

　

生
徒
た
ち
は
そ
の
課
題
ご
と

に
座
学
、実
習
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
発
表
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

踏
む
。
そ
こ
で
環
境
知
識
の
習

得
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
能
力
も
培
っ
て
い
く
。
授
業

で
使
用
さ
れ
る
言
語
は
も
ち
ろ

ん
英
語
だ
。

　

授
業
計
画
を
作
成
し
、
教
壇

に
立
つ
教
員
の
グ
リ
ム
・
リ
サ

さ
ん
は
「
中
学
生
に
と
っ
て
環

境
は
、
問
題
の
規
模
が
大
き
く

自
分
ご
と
と
し
て
考
え
に
く
い

内
容
で
す
。
授
業
で
は
身
近
な

話
に
落
と
し
込
ん
だ
り
、
実
際

に
手
を
動
か
す
こ
と
で
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
よ
う
意
識
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

　

例
え
ば
生
物
多
様
性
の
学
習

の
一
環
と
し
て
生
物
分
類
学
を

学
ん
だ
際
に
は
、
生
物
を
身
近

な
菓
子
に
置
き
換
え
て
、種
類
、

形
状
、
味
な
ど
の
共
通
点
を
自

分
た
ち
で
定
義
し
、
分
類
を
行

っ
た
。
生
徒
か
ら
は
「
身
近
な

も
の
で
考
え
る
か
ら
覚
え
や
す

い
。
日
常
を
う
ま
く
掛
け
合
わ

せ
て
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
楽

し
く
学
べ
る
」と
声
が
上
が
る
。

　

海
岸
清
掃
を
毎
年
行
う
の
も

授
業
の
一
環
だ
。
だ
が
グ
リ
ム

さ
ん
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
海
洋

ゴ
ミ
発
生
原
因
の
根
本
的
解
決

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
環
境

へ
の
残
留
負
荷
軽
減
に
つ
な
が

る
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
授

業
の
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
。

　

そ
こ
で
は
基
礎
知
識
の
学
習

と
並
行
し
て
、
生
徒
た
ち
自
ら

が
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
開
発
を
行
っ
た
。
つ
く
る
ア

イ
テ
ム
を
決
め
る
と
、
最
も
適

し
た
材
料
や
配
合
を
探
る
た
め

実
際
に
溶
か
し
て
型
に
流
し
込

み
、
何
度
も
試
作
品
づ
く
り
を

繰
り
返
し
た
。
そ
う
し
て
フ

ォ
ー
ク
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な

ど
生
活
に
身
近
な
開
発
品
を
完

成
さ
せ
た
。
最
後
に
は
教
師
を

相
手
に
こ
れ
ら
を
買
っ
て
も
ら

う
模
擬
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
自
ら
考
え
行
動
し
て
得
た
経

験
は
深
く
記
憶
に
残
り
ま
す
。

環
境
の
分
野
に
限
ら
ず
、
社
会

に
出
た
と
き
に
こ
の
経
験
を
生

か
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
で

す
」（
グ
リ
ム
さ
ん
）。

　

高
校
に
進
む
と
、
学
び
た
い

テ
ー
マ
を
自
分
で
決
め
、
よ
り

学
術
的
な
内
容
の
学
習
と
研
究

を
行
う
。
環
境
授
業
の
導
入
前

と
比
べ
、
大
学
進
学
後
も
環
境

に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
生

徒
が
増
え
た
。都
築
さ
ん
は「
環

境
に
つ
い
て
考
え
行
動
す
る
体

験
の
積
み
重
ね
は
問
題
意
識
を

強
く
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
問
題

解
決
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が

引
き
出
さ
れ
て
い
く
」と
話
す
。

将
来
の
卒
業
生
が
多
く
の
環
境

問
題
を
処
理
し
て
い
く
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。

環
境
の
重
要
性
を
自
分
ご
と
に生徒によってまとめられたバイオプラスチ

ックの配合実験結果の比較表。

授業は自然豊かな環境を生かし、教室のほか敷地内の「イングリッシュガ
ーデン」でも行われる。

リ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

中
高
学
部

環境教育の
現場から

レポート

　

火
山
と
草
原
の
織
り
な
す
雄

大
な
景
観
│
│
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

国
立
公
園
。
太
古
に
炎
を
上
げ

た
か
つ
て
の
噴
火
口
で
も
あ
る

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
地
帯
に
は
約

４
・
５
万
人
が
暮
ら
す
。
世
界

で
も
類
を
見
な
い
独
特
な
光
景

だ
。
北
へ
連
な
る
く
じ
ゅ
う
連

山
な
ど
火
山
群
と
合
わ
せ
１
９

３
４
年
に
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
た
。
人
の
関
与
が
欠
か
せ
な

い
と
い
う
大
草
原
に
足
を
運

び
、
国
立
公
園
利
用
企
画
官
の

鈴
木
裕
二
さ
ん
と
牧ぼ

く
ぼ
く

野やや

ガ
イ
ド

の
釜
崎
笙
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

約
27
万
年
前
に
で
き
た
と
さ

れ
る
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
は
南
北

約
25
㌔
㍍
、
東
西
約
18
㌔
㍍
と

い
う
世
界
最
大
級
の
広
さ
。
地

下
の
水
資
源
が
豊
富
で
古
く
か

ら
農
耕
や
牧
畜
に
利
用
さ
れ
、

今
も
「
九
州
の
水
が
め
」
の
役

割
を
果
た
す
。

　

一
番
の
特
徴
と
い
え
る
カ
ル

デ
ラ
周
辺
の
広
大
な
草
原
は
人

間
の
手
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て

き
た
。
１
０
０
０
年
以
上
前
か

ら
続
く
放
牧
、
採
草
、
野
焼
き

が
生
態
系
を
支
え
て
き
た
か
ら

だ
。
草
は
牛
や
馬
が
食
べ
、
飼

料
と
し
て
採
取
、
そ
し
て
良
質

な
牧
草
に
再
生
さ
せ
る
野
焼
き

を
す
る
。
そ
の
手
を
緩
め
る
と

こ
の
地
は
一
気
に
森
林
が
覆
い

草
原
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

２
〜
３
月
に
か
け
て
行
う
野

焼
き
。
前
年
秋
に
隣
接
地
に
防

火
帯
を
つ
く
る
。
綿
密
な
配
慮

と
技
術
が
必
要
な
火
付
け
役
を

こ
な
す
に
は
10
年
近
く
か
か

る
。
そ
し
て
高
齢
化
に
よ
っ
て

そ
の
人
材
は
激
減
し
て
い
る
。

　

野
焼
き
の
規
模
が
小
さ
く
な

る
と
草
原
の
森
林
化
は
進
む
。

「
野
焼
き
縮
小
に
、
生
活
様
式

の
変
化
も
加
わ
り
、
現
在
の
草

原
面
積
は
１
０
０
年
前
の
半
分

程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
鈴

木
さ
ん
）。
草
原
の
縮
小
は
阿

蘇
な
ら
で
は
の
生
態
系
の
喪
失

に
直
結
す
る
。「
森
林
化
が
進

め
ば
小
さ
な
ス
ミ
レ
は
背
の
高

い
草
に
覆
わ
れ
芽
が
出
な
く
な

り
、
放
牧
が
な
く
な
る
と
牛
の

フ
ン
を
餌
と
す
る
フ
ン
コ
ロ
ガ

シ
も
生
態
を
維
持
で
き
な
く
な

り
ま
す
」（
釜
崎
さ
ん
）。

　

壮
大
な
景
観
を
楽
し
み
に
こ

こ
を
訪
れ
る
人
は
多
い
が
、
草

原
の
危
機
に
つ
い
て
は
広
く
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
で
は

県
や
自
治
体
、
関
係
事
業
者
ら

を
構
成
員
と
す
る
協
議
会
の
も

と「
阿
蘇
地
域
草
原
利
用
部
会
」

を
立
ち
上
げ
、
草
原
を
利
用
す

る
事
業
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
整
備
し
た
。
草
原
を
舞
台

に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
阿
蘇
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
と
同
時
に
、
利
用
者
に
保

全
の
ル
ー
ル
や
過
去
か
ら
現
在

に
至
る
阿
蘇
の
姿
を
正
し
く
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
今
あ
る
草
原
を
増
や
し
て

い
く
と
い
う
よ
り
、
こ
れ
以
上

〝
減
ら
さ
な
い
〞。
自
然
と
共
存

し
て
い
く
た
め
の
保
全
の
取
り

組
み
に
重
き
を
置
い
て
い
ま

す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
言
う
。

　

釜
崎
さ
ん
は
認
定
試
験
に
合

格
し
た
「
牧
野
ガ
イ
ド
」
だ
。

牧
野
は
管
理
さ
れ
た
草
原
の
た

め
通
常
一
般
の
人
は
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
ガ
イ
ド

が
同
行
の
う
え
、
ト
レ
イ
ル
ウ

ォ
ー
ク
や
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ド
と

い
っ
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
希
望
に

合
わ
せ
て
提
供
し
て
い
る
。
な

お
、
牧
野
認
定
ガ
イ
ド
の
実
施

す
る
ツ
ア
ー
は
参
加
料
と
併
せ

て
牧
野
保
全
料
を
収
受
し
草
原

保
全
活
動
に
還
元
す
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
火
山
な
ど
の
自
然
風
景
は

日
本
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
阿

蘇
の
草
原
の
魅
力
は
無
二
の
も

の
で
す
。
草
原
が
も
た
ら
す
開

放
感
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
呼
び
か
け
る
釜
崎
さ

ん
。
だ
が
、
現
在
は
人
手
不
足

な
ど
の
影
響
で
ス
ム
ー
ズ
な
対

応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
そ
れ
で
も
地
道
な
活
動
を

通
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
こ
の

地
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
の
思

い
は
い
つ
も
胸
に
あ
る
。

　

鈴
木
さ
ん
も
「
一
度
見
た
ら

忘
れ
ら
れ
な
い
印
象
的
な
風

景
。
人
生
の
節
目
に
再
訪
す
る

と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
」
と
こ
れ
ま
で
目
に
し
た
来

訪
者
の
笑
顔
を
思
い
出
す
。

　

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
草
原
と

そ
の
向
こ
う
に
そ
び
え
る
山
々

の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
。
い
く

つ
も
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
守

り
続
け
て
い
く
べ
き
場
所
だ
。

亜紀書房　2,420円（税込）

野焼きを行うことで草原は青々と輝く。

神田川・環状七号線地下調節池

check
防災施設

第２回

現地取材
レポートは
こちら

人がつなぐ
雄大な草原風景に

出会える場所

阿蘇くじゅう

巨大地下トンネルの調節池

都
市
型
水
害
に
備
え

巨大なトンネル内部。へりに立つ人影が小さく見える。

２つのトンネル調節池を連結する工事が進行中。

白子川

石神井川

白子川地下調節池

神田川・環状七号線
地下調節池

環八通り

目白通り

環七通り

神田川善福寺川

青梅街道

西武新宿線

JR中央線
妙正寺川

連結工事区間

西武池袋線

練馬

荻窪 高円寺

鷺ノ宮

ネ
ル
式
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

神
田
川
・
環

状
七
号
線
地
下

調
節
池
に
は
、

本
流
で
あ
る
神

田
川
と
そ
こ
に

合
流
す
る
善
福

寺
川
お
よ
び
妙

正
寺
川
の
そ
れ

ぞ
れ
に
洪
水
を

（ 3 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２６年 （令和８年） 夏季　第85号　【季刊】

https://econews.jp/article/report/check_bousai/
https://econews.jp/article/eco_education/education/
https://econews.jp/article/eco_education/nationalparks/
https://econews.jp/article/eco_education/ecobooks/
https://econews.jp/no85_summer/


再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの４割
わり

以
いじょう

上が太
たい

陽
よう

光
こう

太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

とは、パネルに当
あ

たった太
たい

陽
よう

の光
ひかり

を電
でん

気
き

に変
か

える発
はつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

。火
ひ

を燃
も

やして発
はつ

電
でん

機
き

を回
まわ

すことも
なく、自

し

然
ぜん

にある太
たい

陽
よう

の光
ひかり

エネルギーを使
つか

うから電
でん

気
き

をつくるときに二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（Ｃ
シーオーツー

Ｏ２）が出
で

ないんだ。地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

を進
すす

めるＣ
シーオーツー

Ｏ２を少
すこ

しでも出
だ

さないようにする
手
しゅ

段
だん

になるね。最
さい

近
きん

では屋
や

根
ね

に載
の

った住
じゅう

宅
たく

用
よう

をよく見
み

かけるし、大
だい

規
き

模
ぼ

な
太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

設
せつ

備
び

（メ
ガソーラー）も全

ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

に建
けん

設
せつ

され普
ふ

及
きゅう

が進
すす

んでいるよ。
　２０２４年

ねん

度
ど

時
じ

点
てん

で
は再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネル
ギーでつくられた
日
に

本
ほん

の電
でん

気
き

のうち４
割
わり

以
い

上
じょう

が太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

なんだ。２０１０年
ねん

度
ど

には１割
わり

もなくて、
８割

わり

近
ちか

くが水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

だった。十
じゅう

数
すう

年
ねん

で急
きゅう

速
そく

に広
ひろ

がったことが
わかるね。

薄
うす

くて軽
かる

くて曲
ま

げられる次
じ

世
せ

代
だい

の太
たい

陽
よう

光
こう

パネル

　そして今
いま

、次
じ

世
せ

代
だい

の太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

として注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

めて
いるのが「ペロブスカイト太

たい

陽
よう

電
でん

池
ち

」だ。フィルムの
ように薄

うす

くて軽
かる

く、曲
ま

げられるのが大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

だよ。
建
たて

物
もの

の側
そく

面
めん

や窓
まど

、丸
まる

みがかった場
ば

所
しょ

、強
きょう

度
ど

の弱
よわ

い場
ば

所
しょ

などこれまで取
と

り付
つ

けられなかったところにも設
せっ

置
ち

でき
るようになる。
従
じゅう

来
らい

の太
たい

陽
よう

光
こう

パネルをつくるには海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

する
金
きん

属
ぞく

類
るい

を多
おお

く使
つか

うのだけれど、ペロブスカイト太
たい

陽
よう

電
でん

池
ち

が主
おも

に使
し

用
よう

するのはヨウ素
そ

。日
に

本
ほん

のヨウ素
そ

生
せい

産
さん

量
りょう

は
世
せ

界
かい

第
だい

２位
い

だから、原
げん

材
ざい

料
りょう

供
きょう

給
きゅう

の心
しん

配
ぱい

も少
すく

ないんだ。
　これまでの太

たい

陽
よう

光
こう

パネルに比
くら

べて耐
たい

久
きゅう

性
せい

が低
ひく

かった
り、人

じん

体
たい

に害
がい

がある鉛
なまり

が使
つか

われていたりする課
か

題
だい

があ
って、大

たい

量
りょう

につくれるようになるまでには時
じ

間
かん

がかかりそう。だけど、２０３０年
ねん

代
だい

の普
ふ

及
きゅう

拡
かく

大
だい

を目
め

指
ざ

してたくさんの人
ひと

たちが、課
か

題
だい

を乗
の

り
越
こ

えようと開
かい

発
はつ

を進
すす

めている最
さい

中
ちゅう

だよ。

　

千
葉
県
千
葉
市
に
本
社
を
置
く
株

式
会
社
み
つ
わ
は
１
９
５
７
年
創

業
の
地
域
に
根
ざ
し
た
印
刷
会
社
。

名
刺
や
封
筒
か
ら
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
販
促
ツ
ー
ル
ま
で
、

幅
広
い
印
刷
物
を
手
掛
け
て
い
る
。

２
０
２
４
年
に
開
発
し
た
落
花
生
の

殻
を
原
料
に
使
う
「
Ｐ
Ｓ
（
Ｐ
ｅ
ａ

ｎ
ｕ
ｔ
ｓ　

Ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
）
ペ
ー

パ
ー
」
が
、
環
境
配
慮
の
エ
コ
な
紙

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

開
発
の
き
っ
か
け
は
、
落
花
生
の

殻
の
廃
棄
問
題
を
耳
に
し
た
こ
と
。

千
葉
県
は
落
花
生
の
生
産
量
が
全
国

１
位
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
廃
棄
物
と
し

て
の
殻
が
年
間
約
１
８
０
０
㌧
発
生

し
、
処
分
費
用
に
約
４
９
０
０
万
円

か
か
っ
て
い
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た

代
表
取
締
役
会
長
の
尾
形
文
貴
さ
ん

は
、
そ
れ
を
使
っ
て
紙
を
つ
く
れ
な

い
か
と
考
え
た
。
紙
を
扱
う
印
刷
業

に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
ひ

ら
め
い
た
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。

　

紙
製
造
は
初
め
て
の
挑
戦
。
落
花

生
業
者
組
合
か
ら
無
償
で
殻
を
提
供

し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
協
力
し
て
く
れ
る
製
紙
会
社
を

　

半
導
体
や
液
晶
パ
ネ
ル
の
製
造

に
欠
か
せ
な
い
露
光
用
ラ
ン
プ
、

光
学
装
置
、
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を

彩
る
映
像
装
置
な
ど
「
光
」
の
機

能
を
最
大
限
活
用
し
た
製
品
で
圧

倒
的
な
世
界
シ
ェ
ア
を
誇
る
ウ
シ

オ
電
機
株
式
会
社
（
本
社
・
東

京
都
港
区
）。
１
９
６
４
年
の
設

立
当
初
か
ら
理
念
に
掲
げ
る
社
会

貢
献
の
精
神
は
今
も
社
内
全
体
に

息
づ
き
、
そ
れ
が
信
頼
や
評
価
に

つ
な
が
り
、
技
術
力
向
上
や
新
規

事
業
開
発
を
導
い
て
い
る
。

　

光
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
、
ど
ん
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
で
き
る
か
常
に
考
え
る
。

２
０
２
０
年
代
に
入
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
課
題
に
対
し
て
光
に
よ

る
解
決
を
目
指
し
、
新
規
事
業
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
。
数
多
く
の
企
画
が
浮
か
び
、

今
、
環
境
分
野
の
中
で
は
２
つ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ

エ
キ
シ
マ
ラ
ン
プ
（
真
空
紫
外
光

を
発
す
る
光
源
）
を
物
質
分
解
に

応
用
し
た
技
術
だ
。

　

両
テ
ー
マ
は
新
規
事
業
開
発
部

の
大
塚
優
一
さ
ん
率
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
担
当
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
部
の
大

岩
正
人
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
チ
ー
ム
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

担
う
。
１
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

の
分
解
」。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
半
導
体

製
造
や
撥
水
・
撥
油
剤
な
ど
に
広

く
使
わ
れ
て
き
た
が
、
人
体
へ
の

健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
規
制
の
進

ん
で
い
る
化
学
物
質
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

探
し
、
和
紙
づ
く
り
の
製
法
を
取
り

入
れ
、
殻
の
パ
ウ
ダ
ー
15
％
を
含
む

紙
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
「
地
元
産
業
を
守
る
た
め
印
刷
会

社
で
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
前
例
の
な
い
取
り
組
み
だ

っ
た
の
で
、
最
初
は
殻
を
提
供
し
て

く
れ
た
落
花
生
の
業
者
さ
ん
も
半
信

半
疑
で
し
た
が
、
試
作
品
が
完
成
す

る
と
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し

た
」（
代
表
取
締
役
社
長
・
大
和
久

裕
太
さ
ん
）。
落
花
生
業
者
は
廃
棄

の
手
間
と
費
用
が
削
減
さ
れ
、
同
社

は
無
償
の
原
材
料
で
新
た
な
製
品
を

開
発
で
き
、
地
元
産
業
の
活
性
化
に

も
つ
な
げ
ら
れ
た
。

　

Ｐ
Ｓ
ペ
ー
パ
ー
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
尾
形
さ
ん
は
「
地
域
や
印
刷
業

界
の
未
来
と
発
展
の
た
め
に
す
べ
き

こ
と
を
し
た
ら
、
自
然
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
枠
組
み
に
当
て
は
ま
っ
た
だ
け
。

１
つ
の
取
り
組
み
に
特
定
の
ゴ
ー
ル

を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
や
り
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
派
生
、
進
化

さ
せ
て
い
く
。
そ
の
進
む
先
の
１
つ

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
目
標
が
あ
る
と

考
え
ま
す
」
と
話
す
。
そ
の
言
葉
を

の
う
ち
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、

Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
の
３
種
は
、
す
で
に

製
造
・
輸
入
が
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
る
。

　

自
然
界
で
分
解
で
き
ず
環
境
残

留
性
が
高
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
除
去
や

無
害
化
が
急
が
れ
て
い
た
が
、
高

温
焼
却
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

な
ど
多
く
の
懸
念
が
あ
る
。
そ
の

課
題
に
応
え
る
た
め
、
真
空
紫
外

光
を
利
用
し
、
分
子
の
構
造
上
分

解
が
難
し
い
短
鎖
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ま
で

も
分
解
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
の
技
術
は
２
０
２
５
年
度
の
環

境
省
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。
２
０

２
７
年
度
中
の
実
用
化
を
目
指
し

実
証
を
進
め
て
い
る
最
中
だ
。

　

も
う
１
つ
の
テ
ー
マ
は
「
一
酸

化
二
窒
素
（
Ｎ
２２

Ｏ
）
の
分
解
」。

地
球
を
温
暖
化
す
る
力
が
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２２

）
の
約
３
０
０
倍

あ
る
Ｎ
２２

Ｏ
を
分
解
・
無
害
化
で

き
る
技
術
を
開
発
し
た
。
人
為
的

排
出
に
よ
る
Ｎ
２２

Ｏ
の
発
生
源
は

農
耕
地
や
排
水
処
理
場
な
ど
。
主

に
肥
料
や
下
水
に
含
ま
れ
る
窒
素

を
、
微
生
物
が
処
理
す
る
こ
と
で

生
成
さ
れ
る
。
そ
れ
を
常
温
・
常

圧
状
態
の
低
濃
度
で
も
１
工
程
で

処
理
す
る
。
高
温
処
理
や
触
媒
、

還
元
剤
な
ど
も
使
わ
な
い
。

　

開
発
し
た
技
術
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

分
解
と
同
様
、
光
化
学
反
応
の

み
で
Ｎ
２２

Ｏ
を
分
解
で
き
る
。
中

規
模
程
度
の
下
水
処
理
場
で
利
用

す
れ
ば
、
同
時
に
処
理
で
き
る
メ

裏
づ
け
る
よ
う
に
、
同
社
で
は
Ｐ
Ｓ

ペ
ー
パ
ー
開
発
以
前
か
ら
「
結
果
的

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
結
び
つ
い
た
」
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

印
刷
業
界
全
体
で
環
境
負
荷
低
減

の
気
運
が
高
ま
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
消
費
電
力
の
低
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
搭
載
４

色
印
刷
機
を
導
入
し
た
の
は
２
０
１

２
年
。
２
０
１
６
年
に
は
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
含
む
す
べ
て
の
人
に

わ
か
り
や
す
く
情
報
を
伝
達
す
る
た

め
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ

イ
ン
教
育
検
定
の
認
定
資
格
を
取
得

し
た
。
そ
の
後
も
環
境
負
荷
の
少
な

い
用
紙
や
イ
ン
ク
、
機
材
設
備
の
導

入
、
社
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を

進
め
、
２
０
２
０
年
に
規
定
の
環
境

配
慮
基
準
を
達
成
し
た
工
場
の
み
が

受
け
ら
れ
る
「
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
認
定
工
場
」
に
認
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
い
ず
れ
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
目
標
と
親
和
性
が

高
い
。
対
応
に
は
費
用
も
か
か
り
、

業
務
手
順
の
変
更
も
生
じ
る
た
め
一

時
的
に
現
場
の
負
荷
も
増
え
た
が
、

先
々
を
見
据
え
実
施
し
た
結
果
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
結
び
つ
い
た
。
そ
の
土
壌

が
あ
っ
た
こ
と
が
Ｐ
Ｓ
ペ
ー
パ
ー
の

着
想
・
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｓ
ペ
ー
パ
ー
使
用
製
品
で
最
も

問
い
合
わ
せ
が
多
い
の
は
県
内
企
業

や
商
工
会
議
所
か
ら
の
名
刺
だ
。
名

刺
に
使
え
ば
落
花
生
の
殻
の
再
利
用

に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
渡
す
相
手

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
。「
名
刺
か
ら
始
め
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
合
言
葉
に
、
何
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
始
め
る
か
悩
ん
で
い
る
企

業
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け

る
。
名
刺
以
外
に
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
賞
状
や
紙
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な

ど
を
作
製
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

種
類
を
増
や
す
計
画
だ
。

　
「
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
が
１
つ
の
サ
イ
ク
ル

で
つ
な
が
る
。
そ
れ
が
持
続
可
能
な

社
会
に
必
要
な
も
の
だ
と
思
う
。
Ｐ

Ｓ
ペ
ー
パ
ー
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
落
花
生

産
業
に
目
を
向
け
る
契
機
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
」（
大
和
久
さ
ん
）

タ
ン
と
合
わ
せ
年
間
７
２
５
㌧

（
Ｃ
Ｏ
２２

換
算
）
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
を
抑
え
ら
れ
る
計
算
だ
。

現
在
実
証
実
験
を
進
め
て
お
り
２

０
３
０
年
の
事
業
化
を
目
指
し
て

い
る
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
大
岩
さ
ん

は
「
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
仕
事

で
す
」
と
胸
を
張
る
。
開
発
に
携

わ
っ
た
新
技
術
が
世
の
中
に
貢
献

し
て
い
く
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る

と
気
持
ち
が
高
ま
る
と
い
う
。
開

発
部
の
大
塚
さ
ん
は
「
当
社
で
は

こ
れ
ま
で
光
に
よ
っ
て
数
多
く
の

課
題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
が
、

我
々
も
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が

ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
さ

ら
な
る
可
能
性
の
探
索
に
意
欲
を

見
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
独
自
の
技
術
に
基

づ
く
社
会
課
題
解
決
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
開
発
に
加
え
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
推
進
部
門
で
は
非
財
務

情
報
の
積
極
的
な
開
示
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ

認
証
の
取
得
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

デ
ー
タ
の
第
三
者
検
証
の
受
審
な

ど
を
推
進
し
、
網
羅
性
、
正
確
性

の
高
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
通
し
て
企
業
価

値
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

光
技
術
で
未
来
の
社
会
課
題
解

決
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
す

る
同
社
。
未
来
を
光
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
が
照
ら
し
出

し
、
明
る
く
輝
く
お
も
し
ろ
い
場

所
に
し
て
ほ
し
い
。

代表取締役会長の尾形文貴さん（左）と代表
取締役社長の大和久裕太さん。

落
花
生
の
殻
を
使
っ
た
紙
で
地
域
産
業
に
貢
献

第22回：印刷業
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江
戸

　

現
代
で
も
家
庭
で
手
持
ち

花
火
を
楽
し
む
よ
う
に
、
当

時
か
ら
「
手
ぼ
た
ん
」「
ね

ず
み
花
火
」
と
い
っ
た
庭
花

火
と
呼
ば
れ
る
小
型
花
火
は

あ
っ
た
。
し
か
し
家
屋
が
密

集
し
乾
燥
し
た
風
が
吹
く
江

戸
の
街
で
は
火
事
の
元
と
な

る
花
火
は
大
敵
。
流
行
す
る

度
に
幕
府
か
ら
禁
止
令
が
出

て
い
た
よ
う
だ
。

　

隅
田
川
花
火
大
会
は
１
７

３
３
年
、
８
代
将
軍
・
徳
川

吉
宗
の
時
代
に
、
疫
病
や
飢

餓
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を
弔

う
た
め
催
さ
れ
た
水
神
祭
の

余
興
と
し
て
花
火
を
打
ち
上

げ
た
の
が
由
来
。
そ
れ
が
日

本
最
古
の
花
火
大
会
だ
と
記

録
に
残
る
。

　

当
時
の
花
火
は
「
和わわ

火びび

」

と
呼
ば
れ
、
硝
石
、
硫
黄
、

木
炭
を
原
料
と
し
た
オ
レ
ン

ジ
色
に
近
い
素
朴
な
色
合

い
。
花
火
大
会
で
は
こ
れ
を

数
十
発
打
ち
上
げ
、
１
発
１

発
の
間
隔
は
45
分
程
に
な
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

や
が
て
商
人
が
客
寄
せ
の

た
め
に
出
資
し
、
規
模
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
。
見
物
客

も
増
え
て
い
き
、
花
火
は
浮

世
絵
に
も
描
か
れ
る
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
活
躍
し
た
花
火
師

の
屋
号
が
「
鍵か

ぎ
か
ぎ

屋やや

」
と
そ
の

分
家
の
「
玉た

ま
た
ま

屋やや

」。
両
国
橋

を
隔
て
て
上
流
側
を
担
当
す

る
玉
屋
と
下
流
側
の
鍵
屋
で

交
互
に
打
ち
上
げ
技
術
力
を

競
い
合
っ
た
。「
た
ま
や
ー
」

「
か
ぎ
や
ー
」
の
掛
け
声
は

そ
の
屋
号
か
ら
来
て
い
る
。

現
代

　

近
代
に
な
る
と
金
属
元
素

の
炎
色
反
応
を
利
用
し
た

赤
、
青
、
緑
と
い
っ
た
色
と

り
ど
り
の
花
火
が
つ
く
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
火
薬
の
燃

焼
時
間
な
ど
も
計
算
さ
れ
、

大
き
さ
や
模
様
の
細
か
さ
も

進
化
し
た
。

　

そ
れ
を
大
規
模
な
花
火
大

会
で
は
一
晩
で
数
万
発
も
打

ち
上
げ
る
。
音
楽
と
合
わ
せ

た
秒
単
位
で
の
点
火
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
煙
や
落
ち
る
破

片
な
ど
環
境
負
荷
を
懸
念
す

る
声
も
あ
る
が
、
日
本
の
花

火
は
古
来
、和
紙
や
も
み
殻
、

綿
の
実
な
ど
自
然
に
あ
る
も

の
を
使
用
し
て
い
た
。
近
年

で
は
水
に
溶
け
や
す
く
よ
り

自
然
分
解
さ
れ
や
す
い
原
料

の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

花
火
大
会
に
つ
く
「
大

会
」
の
語
は
、
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
各
種
競
技
大
会
な

ど
に
あ
る
よ
う
に
「
競
う
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
江
戸

で
は
鍵
屋
と
玉
屋
が
競
り
合

っ
た
。
今
も
花
火
師
た
ち
が

技
術
力
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。
戦

国
の
世
か
ら
移
っ
た
江
戸
は

武
力
の
競
い
合
い
か
ら
人
々

を
楽
し
ま
せ
る
力
の
比
べ
合

い
に
世
の
中
を
シ
フ
ト
さ
せ

た
。
そ
う
し
た
先
祖
の
賢
さ

を
思
い
な
が
ら
今
年
の
花
火

大
会
を
楽
し
ん
で
み
た
い
。

　

夏
と
い
え
ば
花
火
大
会
。
ご
う
音
と
と
も
に
夜
空
を
美
し
く

照
ら
す
光
に
心
が
躍
る
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
戦
国
時
代

に
鉄
砲
と
と
も
に
日
本
に
伝
来
し
た
火
薬
と
そ
の
技
術
は
、
戦

の
な
い
平
和
な
江
戸
の
時
代
に
は
娯
楽
と
し
て
発
展
し
た
。
今

回
は
江
戸
時
代
の
花
火
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「たまやー」「かぎやー」浮世絵にも描かれた夏の風物詩

環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

を理
り

解
かい

するために覚
おぼ

えておきたい言
こと

葉
ば

を
テッくんが解

かい

説
せつ

していくこのコーナー。今
こん

回
かい

は「太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

」だ。前
ぜん

回
かい

紹
しょう

介
かい

した「再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー」
の中

なか

でも特
とく

に普
ふ

及
きゅう

が進
すす

んでいる発
はつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

だよ。

第
だい

3 回
かい

太
た い

陽
よ う

光
こ う

発
は つ

電
で ん

おしえて！ テッくん

の環環環環環環境境境境境境境境境 for for 
kidskids
for for 
kidskids
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エコニュースにさらに詳しい解説があります

太陽光発電って
なんだろう？

次
じ

回
かい

は「水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

」を紹
しょう

介
かい

するよ。

再生可能エネルギー発電の内訳（％）

※環境省発表資料をもとに作成。
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合
わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
人
の
手
を
介
し
て
い
る
の

で
ま
れ
に
メ
ー
タ
ー
の
読
み
間

違
い
や
料
金
の
計
算
ミ
ス
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト

導
入
後
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
が
な
い
点
が
安
心
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
す
べ
て
を
代
行
し
て

く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
心
強
い
で

す
ね
」
と
以
前
の
気
掛
か
り
も

解
消
で
き
て
い
る
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
と
あ
わ
せ
て

高
圧
電
気
設
備
の
保
安
管
理

サ
ー
ビ
ス
も
導
入
し
た
。
担

て
い
る
の
は
、
株
式
会
社
鍵

利
商
店
の
代
表
取
締
役
・
大
河

内
一
利
さ
ん
。
先
祖
伝
来
の
土

地
を
父
親
か
ら
継
い
だ
。

　

テ
ナ
ン
ト
の
電
気
料
金
に
関

し
て
は
先
代
当
時
か
ら
個
人
の

電
気
管
理
技
術
者
に
任
せ
て
い

た
。
点
検
に
加
え
、
検
針
、
金

額
計
算
、
請
求
書
発
行
ま
で
。

大
河
内
さ
ん
は
そ
れ
が
通
常
だ

と
思
っ
て
い
た
。

　

だ
が
技
術
者
か
ら
引
退
の
知

ら
せ
を
受
け
、
電
気
設
備
の
保

守
と
は
別
に
電
気
料
金
に
関
す

る
業
務
も
新
た
に
手
当
て
す
る

必
要
が
あ
る
と
知
っ
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
昨
今
、
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
の
検
針
業
務
も
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
と

考
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
と
こ
ろ
日
本
テ
ク
ノ
の
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
を
見
つ
け
た
。

　

始
め
は
建
て
替
え
た
後
の
鍵

利
Ｃ
Ｌ
Ｔ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
．へ
新
規

で
導
入
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
営
業
担
当
か
ら
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
入
れ
替
え

て
古
い
ビ
ル
で
も
利
用
で
き
る

と
伝
え
ら
れ
２
０
２
４
年
６

月
、
ま
ず
鍵
利
ビ
ル
に
採
用
し

た
。
鍵
利
Ｃ
Ｌ
Ｔ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
．

に
は
２
０
２
５
年
10
月
に
竣
工

と
同
時
に
導
入
し
て
い
る
。

　

前
任
の
技
術
者
へ
検
針
を
任

せ
て
い
た
当
時
は
、
電
気
料
金

に
つ
い
て
テ
ナ
ン
ト
か
ら
問
い

こ
こ
に
は
１
・
２
階
に
美
容
室
、

３
か
ら
５
階
に
医
療
施
設
が
入

居
し
て
い
る
。

　

こ
の
２
棟
の
ビ
ル
を
経
営
し

　

埼
玉
県
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
・
大
宮
。
そ
の
東
口
よ
り
徒

歩
５
分
圏
内
に
２
棟
の
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
が
あ
る
。
１
９
７
０
年

代
に
現
在
の
原
型
に
な
っ
た
鍵

利
ビ
ル
は
１
階
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
飲
食
店
、
美
容

室
、
２
階
は
カ
ラ
オ
ケ
店
と
オ

フ
ィ
ス
が
入
居
。
そ
こ
か
ら
少

し
離
れ
た
２
０
２
５
年
竣
工
の

鍵
利
Ｃ
Ｌ
Ｔ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
．は
大

宮
駅
周
辺
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で

は
初
め
て
鉄
骨
と
木
質
パ
ネ
ル

を
組
み
合
わ
せ
て
造
ら
れ
た
。

「エコテナント」とは

　一般的なテナントビルは、ビル全体
で一括受電しているため、電気料金は
ビルオーナーが電力会社へまとめて支
払っている。オーナーはテナントの使
用分を立て替えるため、個々のテナン
トに対し、それぞれに応じた電気料金
を請求する。そこには子メーターの検
針、料金算出、請求管理といった手間
のかかる業務が伴う。
　「エコテナント」はオーナーを煩わせ
ていたそれらの業務をすべて代行する
サービスである。既存の子メーターは
自動検針のスマートメーターに変更さ
れ、月々の使用量は日本テクノに伝送
される。オーナーとテナントの双方にと
って、ともに信頼性を高められるシステ
ムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

当
に
つ
い
た
日
本
テ
ク
ノ
協
力

会
・
日
電
協
の
技
術
者
が
近
所

に
住
む
知
り
合
い
で
も
あ
り
安

心
感
は
さ
ら
に
増
し
た
。

　

当
初
、
鍵
利
Ｃ
Ｌ
Ｔ
Ｂ
Ｌ

Ｄ
Ｇ
．
５
階
は
大
河
内
さ
ん
の

事
務
所
が
入
居
予
定
だ
っ
た
が

テ
ナ
ン
ト
か
ら
増
床
の
要
望
が

あ
り
フ
ロ
ア
を
譲
っ
た
。「
テ

ナ
ン
ト
さ
ん
が
ビ
ル
を
存
分
に

活
用
し
事
業
を
繁
栄
で
き
れ
ば

そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」。
そ
ん
な
ビ
ル
経
営
の

理
念
を
支
え
る
力
が
自
動
検
針

サ
ー
ビ
ス
で
１
つ
増
え
た
。

い
る
日
本
テ
ク
ノ

と
連
携
が
取
れ
る

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン

ジ
に
対
応
し
て
も

ら
う
の
が
安
心
だ

と
感
じ
、
発
注
を

決
め
た
。

　

停
電
を
伴
う
工

事
に
な
る
が
、
病

院
運
営
へ
の
影
響

は
最
小
限
に
抑
え

る
必
要
が
あ
る
。

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン

整
を
行
い
、
現
地
で
の
予
行
演
習

も
数
回
実
施
し
た
。
打
ち
合
わ
せ

に
は
担
当
技
術
者
も
同
席
し
、
細

か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
た
。

　

工
事
は
２
０
２
５
年
11
月
に
実

施
。
外
来
診
療
が
休
み
の
祝
日
を

選
び
、
入
院
患
者
の
面
会
対
応
は

休
止
に
し
た
。
入
院
中
の
患
者
に

は
事
前
に
説
明
の
う
え
、
非
常
用

発
電
機
に
切
り
替
え
、
医
療
機
器

の
稼
働
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
準

備
を
整
え
た
。

　

工
事
は
５
時
間
か
か
る
予
定
だ

っ
た
が
「
施
工
会
社
の
方
が
大
変

手
際
よ
く
進
め
て
く
れ
、
大
幅
に

ジ
、
施
工
会
社
と
は
事
前
の
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
、
綿
密
な
工
程
調

助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

数
年
前
の
設
備
点
検
で
、
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
と
受
電
室
に
低
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の
変
圧
器
と
コ
ン

デ
ン
サ
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処

分
期
限
は
２
０
２
７
年
３
月
末
に

迫
っ
て
お
り
、
担
当
技
術
者
か
ら

劣
化
も
進
ん
で
い
る
と
報
告
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
日
本
テ
ク
ノ
エ

ン
ジ
に
機
器
の
更
新
と
処
理
の
見

積
も
り
を
依
頼
。
ほ
か
の
業
者
に

も
照
会
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
場
合
を
考
え
る
と
、
院
内

の
電
気
設
備
や
状
態
を
把
握
し
て

て
い
る
。
事
務
部
次
長
の
上
山
健

さ
ん
は
「
担
当
の
技
術
者
さ
ん
は

当
院
の
電
気
設
備
を
知
り
尽
く
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
親
身

に
対
応
し
て
く
れ
る
の
で
本
当
に

短
い
２
時
間
20
分
程
で
完
了
し
ま

し
た
。
非
常
用
発
電
機
か
ら
の
再

切
り
替
え
作
業
も
余
裕
を
持
っ
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
は
早
く
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。
事
前
の
丁

寧
な
打
ち
合
わ
せ
と
、
施
工
会
社

の
技
術
力
の
お
か
げ
で
す
」（
上

山
さ
ん
）。

　

今
回
の
設
備
改
善
に
満
足
し
、

受
電
室
の
高
圧
開
閉
器
（
Ｐ
Ｃ
）

の
更
新
工
事
も
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン

ジ
に
依
頼
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

「
医
療
機
関
な
の
で
停
電
事
故
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
テ
ク
ノ
お

よ
び
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
は
電
気

設
備
を
一
貫
し
て
見
守
り
、
全
体

の
状
態
と
課
題
を
踏
ま
え
た
提
案

を
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
感
が
あ

り
ま
す
」
と
話
す
上
山
さ
ん
。
今

後
も
万
全
な
設
備
体
制
を
整
え
、

地
域
住
民
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

病
院
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

非常用発電機照 明太陽光緊急対応キュービクル設備改善空 調

　

医
療
法
人
社
団
南
浜
会
鈴
木

病
院
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）。
１

９
１
１
（
明
治
44
）
年
開
設
、
創

設
者
の
鈴
木
孝
之
助
医
師
が
開
い

た
結
核
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
。病
床
数
は
１
２
５
床
。

目
指
す
の
は「
地
域
密
着
の
医
療
」

を
「
人
を
満
足
さ
せ
る
」
気
持
ち

を
持
っ
て
実
践
す
る
こ
と
。
全
国

平
均
に
比
べ
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
鎌
倉
市
の
地
域
医
療
を
支
え
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
保
安
管
理
サ
ー

ビ
ス
導
入
は
２
０
２
１
年
１
月
。

当
時
か
ら
現
在
ま
で
変
わ
ら
ず
に

同
じ
電
気
主
任
技
術
者
が
担
当
し

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
電
気
の
「
見

え
る
化
」
ツ
ー
ル
を
導
入
し
た
お

客
様
を
対
象
に
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ

ィ
ま
た
は
営
業
社
員
に
よ
る
省
エ

ネ
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

ま
す
。「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
」

と
は
、
お
客
様
を
定
期
的
に
訪
問

し
電
力
使
用
実
績
の
報
告
や
省
エ

ネ
活
動
の
方
法
を
提
案
す
る
私
た

ち
パ
ー
ト
社
員
の
呼
び
名
で
す
。

当
社
で
は
省
エ
ネ
支
援
を
「
Ｇ
Ｉ

Ｆ
Ｔ
」（
お
客
様
へ
の
贈
り
物
）

と
呼
ん
で
い
て
、
そ
こ
に
ゴ
ル
フ

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
キ
ャ
デ
ィ
」
の
名
称
を
加
え
「
Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
」
と
名
づ
け
ま

し
た
。
全
国
に
約
１
３
０
人
在
籍

し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
は
基
本
的

に
自
宅
か
ら
お
客
様
の
も
と
へ
直

行
直
帰
す
る
勤
務
体
系
の
た
め
、

育
児
や
家
事
と
の
兼
業
が
可
能

で
、
子
育
て
世
代
の
女
性
が
多
く

働
い
て
い
ま
す
。
私
も
子
ど
も
が

幼
稚
園
に
入
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
以
前

に
法
人
営
業
の
経
験
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
経
験
が
生
か
せ
る
の
で

し
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提

供
に
つ
な
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
お

客
様
が
省
エ
ネ
に
成
功
し
「
飯
田

さ
ん
が
来
て
く
れ
て
い
る
か
ら
電

気
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
助
か

る
」
な
ど
、
笑
顔
と
と
も
に
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
く
、
何
よ
り
も

う
れ
し
い
瞬
間
も
共
有
し
ま
す
。

　

現
在
の
担
当
は
２
０
０
件
超
。

１
件
の
お
客
様
へ
半
年
に
１
回
の

ペ
ー
ス
で
訪
問
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
子
ど
も
の
夏
休
み
や
冬
休

み
は
自
分
の
仕
事
も
休
み
。
長
め

の
家
族
旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
、
最

近
は
子
ど
も
と
一
緒
に
推
し
活
に

も
励
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
の
時
間
を
大
切
に
し
つ
つ
、
そ

れ
以
外
の
期
間
で
業
務
に
集
中
で

き
る
の
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
な

ら
で
は
の
働
き
方
。
ま
た
、
い
ろ

い
ろ
な
経
営
者
の
方
と
面
会
で
き

る
の
で
、
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
お
話
が
聞
け
る
の
も
魅
力
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
と
喜
び

を
分
か
ち
合
え
る
こ
の
仕
事
を
長

く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
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各部署キーパーソンが語る

は
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

入
社
後
は
社
内
研
修
を
経
て
、

省
エ
ネ
支
援
業
務
を
担
当
し
ま

す
。
当
社
に
は
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
や
「
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
商
材
が
揃

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
あ
る

だ
け
で
省
エ
ネ
が
う
ま
く
い
く
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
お
客
様
自
身

で
省
エ
ネ
活
動
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
か
ら
業
種
ご
と
の
成

功
事
例
を
伝
え
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
客
様
の
状
況
に
合
わ
せ
た
無

理
の
な
い
省
エ
ネ
の
方
法
を
提
示

し
た
り
す
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
新
し
い
機
械
を
導
入
さ

れ
た
と
き
は
使
用
電
力
量
が
急
激

に
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
お
客
様
に
は
「
省
エ
ネ

の
設
定
値
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
」
と
提
案
し
ま
す
。
定
期
的
に

訪
問
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
気
づ

き
が
、
お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
助

言
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

９：００ 自宅を出発

９：３０ Ａ社Ｂ工場訪問
月次点検実施

１０：３０ Ａ社Ｃ工場訪問
月次点検実施

１１：１５ Ａ社本社工場訪問
月次点検実施

１２：００ 昼休憩

１３：３０
Ｄ社訪問
年次点検応援 ＰＡＳ
耐圧リレー試験実施

１６：００ 終業

こ
の
先
も
安
全
に
使
い
続
け
て
も
ら
い
た
い

営業部 沼津営業所営業部 沼津営業所
GIFTキャディGIFTキャディ

飯田 綾飯田 綾

　

電
験
三
種
の
認
定
校
に
な
っ
て

い
る
大
学
の
工
学
部
電
気
工
学
科

を
卒
業
後
、
実
務
経
験
を
積
む
た

め
大
阪
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
就
職

し
て
製
紙
工
場
の
電
気
設
備
の
保

守
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

電
気
分
野
の
経
験
豊
富
な
社
員
が

多
く
い
て
、
刺
激
の
多
い
日
々
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

数
年
し
て
地
元
の
宮
城
県
に
戻

り
、
母
校
か
ら
の
推
薦
な
ど
の
縁

で
塩
釜
市
役
所
へ
電
験
三
種
の
有

資
格
者
と
し
て
入
所
採
用
さ
れ
、

17
年
間
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
電
気
主

任
技
術
者
と
し
て
勤
務
。
そ
の

後
、
国
施
策
と
し
て
の
外
部
委
託

制
度
の
登
場
に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
設

備
は
民
間
委
託
化
さ
れ
、
自
分
は

塩
釜
市
技
術
吏
員
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
建
設
事
業
の
電
気
技
術
者
と

し
て
携
わ
り
、
定
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
後
も
非
常
勤
で
２
年
勤

務
し
、
そ
の
任
期
が
終
わ
る
直
前

に
発
生
し
た
の
が
東
日
本
大
震
災

で
す
。
復
興
の
力
に
な
り
た
い
と

非
常
勤
を
継
続
し
、
電
気
設
備
の

保
全
と
再
建
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
生
活
を
７
年
ほ
ど
続
け

た
頃
、
給
与
の
原
資
に
な
っ
て
い

る
国
か
ら
の
補
助
金
が
な
く
な
る

と
聞
い
て
、
初
め
て
転
職
を
考
え

ま
し
た
。
震
災
後
に
が
む
し
ゃ
ら

に
働
い
た
意
気
込
み
は
衰
え
ず
、

ま
だ
気
力
も
体
力
も
あ
り
、
電
気

の
仕
事
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い

が
強
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
ま
ま

リ
タ
イ
ア
す
る
と
い
う
選
択
肢
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
こ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
電
験
三
種
」

と
検
索
し
た
と
こ
ろ
日
本
テ
ク
ノ

が
ヒ
ッ
ト
。
説
明
会
に
参
加
し
て

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
に

入
会
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
点
検
業
務
に
お
い
て
は

お
客
様
と
の
向
き
合
い
方
や
設
備

の
未
来
の
こ
と
を
常
に
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
近
年
の
夏
は
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
暑
さ
に
見

舞
わ
れ
ま
す
。
電
気
設
備
は
熱
の

影
響
を
受
け
や
す
く
、
例
え
ば
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
要
で
あ
る
ト
ラ
ン

ス
に
使
用
さ
れ
て
い
る
絶
縁
油
は

劣
化
し
や
す
く
な
る
。
ト
ラ
ン
ス

を
丸
ご
と
新
品
に
交
換
で
き
れ
ば

ベ
ス
ト
で
す
が
、
費
用
は
高
額
な

の
で
比
較
的
安
価
な
油
の
み
の
交

換
を
提
案
し
た
り
し
ま
す
。
そ
れ

で
数
年
長
持
ち
す
る
の
で
そ
の
間

に
ト
ラ
ン
ス
本
体
の
交
換
準
備
を

し
て
も
ら
う
の
で
す
。

　

市
役
所
で
働
い
て
い
た
と
き
も

古
い
設
備
を
少
し
ず
つ
順
番
に
更

新
し
維
持
し
て
い
た
の
で
そ
の
経

験
を
踏
ま
え
、
お
客
様
に
も
し
っ

か
り
説
明
を
し
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
か
つ
安
全
を
保
て
る
計
画

を
立
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
私
が

引
退
し
た
後
も
お
客
様
や
後
任
の

技
術
者
が
困
ら
な
い
よ
う
、
こ
の

先
も
安
全
に
使
い
続
け
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
で
日
々
の
業
務
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
担
当
し
て
い
る
物
件
数
は

50
件
弱
で
す
。
体
を
動
か
し
て
い

た
い
の
で
１
日
当
た
り
２
〜
３
件

を
目
安
に
１
カ
月
の
う
ち
に
満
遍

な
く
業
務
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
１
週
間
か
ら
10
日
ほ
ど

は
自
由
な
時
間
が
あ
り
ま
す
。

　

心
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
か
ら
か

最
近
は
旅
行
に
出
か
け
よ
う
か
と

考
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

余
暇
と
業
務
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

な
が
ら
適
度
に
働
け
る
こ
の
環
境

が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
気
を
配
り
な
が
ら
85
歳
ま

で
こ
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

キュービクルの変圧器交換工事の様子。２０２５年竣工の鍵利ＣＬＴ ＢＬＤＧ．

ＧＩＦＴキャディはお客様の笑顔に出会える仕事

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

〈２０１８年に入会〉
八木敏郎（やぎ としろう）さん

日本テクノ協力会・日電協

日本テクノ協力会・日電協は頑張った分だ
け成果につながります。何より大好きな
電気の仕事を定年後も自身のペースで続
けられるのが私にとって最大の魅力です。
ぜひ業務説明会にご参加ください。

これから入会される方へ

八
木
さ
ん
の
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｄ
ａ
ｙ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
機
器
の
処
理
│
│

周
到
な
準
備
で
工
事
時
間
を
大
幅
短
縮

設備改善設備改善
対応事例対応事例
日本テクノエンジ

神奈川県鎌倉市神奈川県鎌倉市
医療法人社団 南浜会　鈴木病院医療法人社団 南浜会　鈴木病院

自動検針でヒューマンエラーゼロに
新築と既存ビル ２棟に導入

埼玉県さいたま市◎鍵利ビル

この日の訪問先は佐政水産 株式会社が運営
する「沼津港深海水族館」。代表取締役社長
の佐藤慎一郎さん（右）から「生き物を扱う
施設なので温度管理が難しい。飯田さんに細
かな数値の変化まで丁寧に説明いただいて
助かっています」とうれしい言葉をもらった。

　

ま
た
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
は

お
客
様
と
営
業

社
員
と
の
橋
渡

し
役
で
も
あ
り

ま
す
。
お
客
様

か
ら
受
け
た
要

望
や
省
エ
ネ
活

動
の
悩
み
を
営

業
社
員
と
共
有

（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２６年 （令和８年） 夏季　第85号　【季刊】

https://www.nichidenkyo.jp/recruit/interview/
https://www.nt-e.jp/works/
https://eco-tenant.jp/case/
https://eco-tenant.jp/
https://www.n-techno.co.jp/service/cm_ecotenant/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２６年 （令和８年） 夏季　第 85号　【季刊】

https://service.n-techno.co.jp/smartclock/
https://service.n-techno.co.jp/eria
https://www.n-techno.co.jp/company/network/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２６年 （令和８年） 夏季　第85号　【季刊】

※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

　ここでは日本テクノの提供する各種サービスの導入事例を紹介する（記事は取材当時の内
容）。主力商品である「SMART CLOCK（スマートクロック）」と「SMARTMETER ERIA（ス
マートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」に加え、お客様同士のＭ＆Ａなどを仲介する「GIFT 
map」の３つの商品・サービスだ。これらは省エネ活動による環境対策や事業承継による産
業基盤づくりなどSDGsの目標にもつながっている。

　

東
京
都
江
戸
川
区
に
あ
る
株

式
会
社
京
葉
興
業
は
廃
棄
物

処
理
を
中
心
に
環
境
保
全
事
業

を
営
み
、
東
京
、
千
葉
、
茨
城

な
ど
７
カ
所
の
処
理
施
設
を
運

営
し
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
金
属
の
「
再
資
源
化
処
理
」、

食
品
廃
棄
物
の
「
堆
肥
化
処

理
」、汚
泥
の
「
廃
水
処
理
（
生

物
分
解
処
理
）」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
顧
客
の

要
望
に
合
わ
せ
最
適
な
工
程
を

提
案
す
る
と
と
も
に
、
環
境
負

荷
低
減
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
快
適
な
環
境
と

自
然
と
の
共
生
」
だ
。

　

電
気
の
「
見
え
る
化
」
を
導

入
し
た
の
は
「
電
気
代
の
基
本

と
な
る
デ
マ
ン
ド
の
管
理
に
は

指
標
が
必
要
と
感
じ
て
い
た
」

か
ら
と
話
す
の
は
取
締
役
執
行

役
員
常
務
の
三
浦
義
博
さ
ん
。

「
デ
マ
ン
ド
の
監
視
装
置
は
世

の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
日
本
テ
ク
ノ
の
〝
見
え
る

化
〞
は
一
目
で
状
況
が
判
断
で

き
使
い
や
す
く
、
警
報
や
情
報

閲
覧
な
ど
望
み
の
機
能
を
満
た

し
て
い
た
」
と
続
け
る
。
そ
ん

な
評
価
の
結
果
、
本
社
お
よ
び

７
カ
所
の
処
理
施
設
、
計
８
事

業
所
の
採
用
に
至
っ
た
。

　

導
入
後
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
活
用

で
デ
マ
ン
ド
値
が
ピ
ー
ク
に
な

る
前
の
対
策
を
実
施
し
た
。
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
破
砕
・
圧
縮

作
業
を
行
う
処
理
施
設
「
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
・
あ
ー
る
」　
（
東

京
都
江
戸
川
区
）
で
は
、
廃
棄

物
を
破
砕
機
に
か
け
る
前
に
手

作
業
に
よ
る
選
別
を
行
う
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
硬
い
も
の
と
軟

ら
か
い
も
の
に
分
け
て
破
砕
す

る
こ
と
で
機
械
の
負
荷
を
軽
減

し
使
用
電
力
量
を
減
ら
す
。

　

デ
マ
ン
ド
設
定
値
の
80
％
に

な
る
と
破
砕
機
の
稼
働
を
抑
え

る
な
ど
、
作
業
効
率
を
考
え
た

最
大
限
の
調
整
が
で
き
る
の
も

電
気
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
た

か
ら
だ
。
ま
た
、
破
砕
機
に
負

荷
を
か
け
過
ぎ
ぬ
よ
う
30
分
の

稼
働
後
10
分
停
止
す
る
。
そ
の

流
れ
に
合
わ
せ
従
業
員
も
休
憩

を
と
る
こ
と
で
、
作
業
環
境
の

改
善
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
「〝
見
え
る
化
〞
を
契
機
に
廃

棄
物
受
け
入
れ
を
予
約
制
に
変

更
し
ま
し
た
。
前
日
に
デ
マ
ン

ド
を
抑
え
て
効
率
的
に
動
け
る

よ
う
計
画
を
立
て
、
朝
礼
で
従

業
員
に
も
周
知
し
ま
す
。
作
業

中
の
突
発
的
な
機
械
の
負
荷
も

モ
ニ
タ
ー
で
確
認
で
き
る
の
で

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」

（
２
０
２
５
年
７
月
取
材
）

多機能でわかりやすい電気の「見える化」 計８カ所に導入
株式会社 京葉興業　https://www.keiyokogyo.co.jp/
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町
１
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／
電
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◉
０
３

（
３
６
７
８
）
０
１
１
１
／
設
立

◉
１
９
６
４
年
／
事
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内
容
◉

廃
棄
物
処
理
ほ
か

事業所DATA
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マ
ン
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の
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策
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使用電力量
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２
０
２
４
年
に
創
業
60
周
年

を
迎
え
た
老
舗
旅
館
の
ホ
テ
ル

土
佐
御
苑
。
お
も
て
な
し
の
精

神
を
大
切
に
、
高
知
県
を
訪
れ

る
旅
行
客
を
迎
え
入
れ
る
。

　

電
気
の
「
見
え
る
化
」
導
入

は
２
０
１
３
年
。
当
時
、
経
営

会
議
で
電
気
代
が
か
さ
ん
で
い

る
の
が
議
題
に
な
り
、
喫
緊
の

経
営
課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
。
専
務
取
締
役
の
横
山
光
伸

さ
ん
は
省
エ
ネ
効
果
の
あ
る
機

材
を
導
入
し
、
従
業
員
の
意
識

を
高
め
た
い
と
考
え
た
。
情
報

を
集
め
る
中
で
全
国
旅
館
ホ
テ

ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

か
ら
協
定
商
社
の
日
本
テ
ク
ノ

を
紹
介
さ
れ
導
入
を
決
め
た
。

　

省
エ
ネ
に
は
全
社
的
に
取
り

組
む
。
月
に
１
度
全
部
署
の
代

表
が
集
ま
る
委
員
会
活
動
で

は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
設
け
、
利

用
客
に
も
っ
と
喜
ん
で
も
ら
う

方
法
や
業
務
効
率
向
上
策
な
ど

を
話
し
合
う
。「
電
気
の
使
い

過
ぎ
は
な
い
か
」
の
テ
ー
マ
で

は
「
全
65
の
客
室
で
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
後
の
清
掃
時
に
空
調
を

入
れ
る
が
、
館
内
全
体
に
空
調

を
効
か
せ
て
部
屋
の
扉
を
開
け

れ
ば
、
各
空
調
は
な
く
て
も
作

業
に
支
障
は
な
い
の
で
は
」
と

の
意
見
が
出
た
。
こ
れ
を
実
践

し
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
効
果
が

表
れ
、
契
約
電
力
と
使
用
電
力

量
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

　

横
山
さ
ん
は
「〝
見
え
る
化
〞

の
導
入
前
と
比
べ
て
電
気
の
使

い
方
を
大
き
く
変
更
し
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
も

と
か
ら
従
業
員
が
自
ら
試
行
錯

誤
す
る
風
土
は
あ
っ
た
。
日
常

的
な
工
夫
の
積
み
重
ね
が
、
大

き
な
効
果
を
導
い
て
く
れ
た
よ

う
だ
。
総
務
部
門
も
デ
マ
ン
ド

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
に
こ
ま
め
に
ロ

グ
イ
ン
し
て
異
常
値
が
あ
る
場

合
は
客
室
係
に
そ
の
日
の
行
動

を
聞
く
な
ど
原
因
を
特
定
し
、

見
直
し
と
改
善
を
随
時
図
る
。

異
常
値
の
デ
ー
タ
は
経
営
会
議

の
資
料
に
も
反
映
さ
れ
る
。

　

照
明
や
厨
房
機
器
な
ど
を
順

次
省
エ
ネ
型
に
切
り
替
え
て
き

た
こ
と
も
奏
功
し
、
こ
の
10
年

で
契
約
電
力
37
・
９
％
減
、
使

用
電
力
量
27
・
７
％
減
と
大
幅

な
改
善
を
実
現
で
き
た
。

　
「
年
明
け
は
毎
年
休
館
日
を

設
け
て
社
員
旅
行
な
ど
を
し
ま

す
。
２
０
２
６
年
は
そ
れ
を
長

め
に
し
、
従
業
員
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
と
も
に
館
内
設
備
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
ま
す
。

省
エ
ネ
を
意
識
し
た
設
備
改
善

で
今
後
の
電
気
の
使
い
方
も
さ

ら
に
効
率
化
し
て
い
き
ま
す
」

（
２
０
２
５
年
10
月
取
材
）

ボトムアップ型の企業風土が省エネ行動にも好影響
株式会社 土佐御苑　ホテル土佐御苑　https://www.tosagyoen.co.jp/
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所
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高
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筋

１
│
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│
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◉
０
８
８

（
８
２
２
）
４
４
９
１
／
創
業
◉

１
９
６
４
年
／
事
業
内
容
◉
宿

泊
施
設

事業所DATA

清
掃
時
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使用電力量

2013年▶2024年
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▶2023年12月～翌年11月

電気の
見える化

　
「
光
る
時
計
は
目
立
ち
ま
す

し
、
電
気
の
〝
見
え
る
化
〞
で

省
エ
ネ
に
取
り
組
む
姿
勢
は
社

外
の
方
か
ら
も
評
判
が
い
い
ん

で
す
」
と
話
す
の
は
大
阪
府
八

尾
市
の
株
式
会
社
八
尾
金
網

製
作
所
・
代
表
取
締
役
の
山
上

昌
宏
さ
ん
。
１
世
紀
を
超
え
る

社
歴
を
持
つ
老
舗
の
金
網
工

場
。
極
細
金
属
の
糸
を
織
っ
た

布
状
の
メ
ッ
シ
ュ
は
、
化
粧
品

や
薬
品
の
製
造
、
化
繊
を
つ
く

る
際
の
石
油
の
ろ
過
な
ど
に
幅

広
く
使
用
さ
れ
る
。
数
年
前
に

愛
知
県
の
事
業
所
と
統
合
し
、

現
在
は
八
尾
市
に
４
階
建
て
の

社
屋
を
構
え
る
。

　

山
上
さ
ん
は
「
省
エ
ネ
成
功

の
カ
ギ
は
社
員
主
体
で
動
く
こ

と
」
と
言
う
。
サ
ー
ビ
ス
導
入

後
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
事
業
継

続
計
画
を
担
う
Ｂ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム

に
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
を
任
せ

た
。
社
長
が
指
示
す
る
の
で
は

な
く
、
従
業
員
自
ら
が
考
え
る

こ
と
が
大
切
と
の
判
断
か
ら

だ
。
す
る
と
、
空
調
稼
働
の
タ

イ
ミ
ン
グ
策
定
、
１
つ
の
部
屋

に
集
ま
っ
て
行
う
検
品
や
梱
包

の
作
業
、
扉
を
し
っ
か
り
と
閉

め
る
習
慣
な
ど
、
ま
ず
は
空
調

の
効
率
を
高
め
る
取
り
組
み
が

確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

電
気
を
最
も
消
費
す
る
の
は

別
館
の
織
機
だ
が
、
こ
れ
を
止

め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ
の

た
め
電
気
の
使
用
状
況
が
わ
か

る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

は
比
較
的
調
整
し
や
す
い
加
工

場
と
検
査
場
に
設
置
し
て
い

る
。
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
そ
う
な

ら
一
時
的
に
空
調
を
送
風
に
し

て
対
処
。
す
で
に
日
本
テ
ク
ノ

の
営
業
担
当
が
電
気
料
金
の
仕

組
み
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
い

て
い
る
の
で
従
業
員
も
デ
マ
ン

ド
ピ
ー
ク
な
ど
の
理
解
は
あ

る
。
空
調
起
動
の
順
序
も
ル
ー

ル
を
策
定
済
み
だ
。

　
「
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
電
気
の
使
用

実
績
を
確
認
す
る
と
従
業
員
の

頑
張
り
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

営
業
担
当
さ
ん
の
定
期
的
な
訪

問
も
気
を
引
き
締
め
る
効
果
が

あ
り
、
み
ん
な
が
よ
り
省
エ
ネ

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
山
上
さ
ん
。

　

上
昇
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス

ト
に
対
し
効
率
の
よ
い
電
力
使

用
や
内
製
化
で
の
経
費
削
減
な

ど
経
営
努
力
は
怠
ら
な
い
。「
受

注
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
１

０
０
年
を
超
え
る
企
業
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
て
い
け

る
よ
う
積
極
的
な
製
品
Ｐ
Ｒ
を

行
い
つ
つ
社
会
に
役
立
つ
仕
事

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
」。

（
２
０
２
５
年
９
月
取
材
）

「省エネ成功のカギは社員主体で動くこと」
株式会社 八尾金網製作所　https://www.yaokanaami.co.jp/
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◉
金
網
製
造

事業所DATA

社
外
か
ら
も
好
評

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

電気の
見える化

　

設
立
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
市
民
の
運
転
免
許
取
得
を

サ
ポ
ー
ト
し
続
け
る
北
海
道
釧

路
市
の
Ｋ
Ｄ
Ｓ
釧
路
自
動
車
学

校
。
省
エ
ネ
の
大
切
さ
は
認
識

し
て
い
る
が
生
徒
に
不
便
を
強

い
る
活
動
は
し
な
い
方
針
だ
。

　

電
気
の
「
見
え
る
化
」
を
導

入
し
た
の
は
２
０
２
４
年
９

月
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
使
っ
て

い
な
い
教
室
の
消
灯
や
空
調
オ

フ
を
徹
底
す
る
な
ど
電
気
の
無

駄
遣
い
に
は
注
意
を
払
っ
て
き

た
。
消
し
忘
れ
な
ど
が
あ
る
と

そ
の
都
度
朝
礼
で
指
摘
し
て
い

た
と
い
う
。
だ
が
導
入
後
は
そ

ん
な
注
意
喚
起
の
場
面
は
ほ
ぼ

な
く
な
っ
た
。
職
員
室
に
設
置

し
た
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
の

あ
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
が
「
電
気
を
使
い
過
ぎ
る
と

話
し
か
け
る
時
計
っ
て
面
白
い

ね
」
と
評
判
に
な
り
省
エ
ネ
へ

の
配
慮
が
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
相
馬
健

次
さ
ん
は
「〝
見
え
る
化
〞
の

導
入
で
職
員
の
意
識
は
確
実
に

変
化
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

ほ
か
の
自
動
車
学
校
で
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
省
エ
ネ
が

進
ん
だ
と
聞
い
て
採
用
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
判
断
は
正
し
か

っ
た
」
と
実
感
し
て
い
る
。

　

不
便
を
か
け
ず
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
工
夫
が
表

れ
て
い
る
の
は
採
光
の
活
用
。

入
り
口
付
近
は
３
階
ま
で
の
吹

き
抜
け
で
外
光
が
よ
く
届
き
、

廊
下
や
一
部
教
室
に
は
採
光
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
、
照
明

の
使
用
が
抑
制
で
き
る
。
そ
れ

で
も
「
雪
が
降
る
な
ど
で
暗
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
は
き
ち
ん
と
照
明
を

つ
け
て
明
る
さ
を
保
ち
ま
す
。

あ
く
ま
で
生
徒
さ
ん
が
過
ご
し

や
す
い
空
間
を
つ
く
る
こ
と
を

優
先
し
ま
す
」。

　

２
０
２
４
年
10
月
に
は
教
習

コ
ー
ス
の
照
明
を
最
新
式
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
た
。
そ
ん
な
設

備
改
善
の
効
果
も
あ
り
使
用
電

力
量
は
順
調
に
低
減
し
て
い
た

が
、
２
０
２
５
年
２
月
、
床
暖

房
の
ボ
イ
ラ
ー
が
故
障
し
て
し

ま
う
。
そ
れ
を
補
う
た
め
空
調

稼
働
を
強
め
た
結
果
、
契
約
電

力
は
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
悔
し
い
で
す
が
生
徒
さ
ん

に
寒
い
思
い
は
さ
せ
ら
れ
ま
せ

ん
。
現
在
ボ
イ
ラ
ー
修
理
も
済

み
次
の
冬
は
万
全
で
す
」。
そ

し
て
無
理
の
な
い
省
エ
ネ
が
さ

ほ
ど
時
を
か
け
ず
上
が
っ
た
分

を
相
殺
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
２
０
２
５
年
５
月
取
材
）

「電気を使い過ぎると話しかける時計」が評判
株式会社 苗穂自動車学園　ＫＤＳ釧路自動車学校　https://www.kds946.com/

住
所
◉
北
海
道
釧
路
市
芦
野
５

│
１
２
│
１
／
電
話
◉
０
１
５
４

（
３
７
）
１
１
１
５
／
設
立
◉

１
９
６
４
年
／
事
業
内
容
◉
自

動
車
教
習

事業所DATA

不
便
を
強
い
な
い
省
エ
ネ

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

電気の
見える化

電気の
見える化

お客様の声
日本テクノサービス導入事例

電気の
見える化

M&A
ビジネスマッチング

　

有
限
会
社
諏
訪
精
機
は
１
９
６

４
年
に
代
表
取
締
役
で
あ
る
加
藤
孝

行
さ
ん
の
父
親
が
創
業
し
た
（
法
人

設
立
は
１
９
８
０
年
）。
さ
ま
ざ
ま

な
機
械
の
部
品
加
工
を
手
掛
け
て
お

り
、
小
ロ
ッ
ト
の
多
品
種
部
材
か
ら

１
８
０
㌔
㌘
級
の
重
量
の
あ
る
大
型

の
製
品
ま
で
対
応
で
き
る
。
食
品
製

造
機
械
や
自
動
車
検
査
装
置
な
ど
幅

広
い
メ
ー
カ
ー
と
取
引
が
あ
り
、
確

か
な
技
術
力
で
信
頼
を
得
て
き
た
。

加
藤
さ
ん
は
会
社
を
継
い
で
か
ら
40

年
に
わ
た
り
、
妻
で
取
締
役
の
明
子

さ
ん
と
と
も
に
夫
婦
二
人
三
脚
で
経

営
を
続
け
て
き
た
。
だ
が
後
継
者
が

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
２
０
２
５
年

に
入
っ
て
か
ら
会
社
の
先
行
き
を
本

格
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
の
東
明
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
は
２
０
０
０
年
に
設
立
し

た
大
阪
府
の
機
械
系
専
門
商
社
。
傘

下
に
プ
レ
ス
加
工
や
機
械
加
工
の
子

会
社
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て

い
る
。
代
表
取
締
役
の
田で

ん
で
ん

興こ
う
こ
う

培ば
い
ば
い

さ
ん

は
韓
国
の
出
身
で
、
中
国
と
韓
国
に

も
拠
点
が
あ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業

を
展
開
す
る
。
国
内
で
は
関
西
・
中

部
地
方
に
グ
ル
ー
プ
企
業
を
擁
し
て

い
る
が
、
取
引
先
と
の
距
離
を
考
え

て
沼
津
周
辺
に
新
た
な
拠
点
を
確
保

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
２
０

２
４
年
秋
、
日
本
テ
ク
ノ
の
Ｍ
＆
Ａ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
と
も
に
歩
ん
で

い
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
相
手
の
探
索

を
依
頼
し
た
。

　

諏
訪
精
機
の
所
在
地
は
そ
の
沼

津
。
場
所
に
加
え
別
の
子
会
社
と
同

じ
業
種
で
も
あ
り
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が

見
込
め
る
。
さ
ら
に
創
業
か
ら
60
年

に
わ
た
り
安
定
し
た
経
営
を
続
け
て

い
る
点
に
も
魅
力
を
感
じ
、
田
さ
ん

は
買
い
受
け
を
申
し
出
た
。

　

２
０
２
５
年
７
月
に
ト
ッ
プ
面

談
。
翌
月
に
は
成
約
に
至
る
。

　

田
さ
ん
は
「
会
社
を
長
く
続
け
る

の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
加
藤
社
長

と
直
接
お
会
い
し
て
、
信
用
第
一
で

長
期
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
諏
訪
精
機

に
は
力
が
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
」

と
決
め
手
を
話
す
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
」
に
よ
る
株
式
譲
渡
契
約
が
成
立
し
、
２
０
２
５
年
８
月
、
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。
安
定
経
営
を
長
年
維
持
し
な
が
ら
も
後
継
者
不
在
に

悩
む
企
業
と
、
そ
の
エ
リ
ア
で
新
規
拠
点
確
保
を
求
め
て
い
た
企
業
。

両
者
が
結
び
つ
き
、
と
も
に
納
得
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

調印を終えた諏訪精機の加藤孝行さん（左）と
東明エンジニアリングの田興培さん。

２０２５年３月
・ 有限会社 諏訪精機
が仲介サービス登録

 ７月
・ 東明エンジニアリン
グ 株式会社が仲介
サービス登録
・トップ面談
 ８月
・株式譲渡

契約調印式

契約締結までの経緯

M&A
ビジネスマッチング

「長く続けること」の価値
６０年育んだ魅力をこの先も高めていく

有限会社 諏訪精機
代表者◉加藤孝行（64 歳）／事業内容◉機械部品
加工／所在地◉静岡県沼津市／創業◉1964 年／
従業員数 3 名

東明エンジニアリング 株式会社
代表者◉田興培（65歳）／事業内容◉機械系専門商
社／所在地◉大阪府大阪市／設立◉2000 年／従
業員数13名

譲渡側 譲受側
動画で見る
マッチング事例

　

加
藤
夫
妻
も
「
後
継
者
は
い
な
い

も
の
の
、
従
業
員
の
た
め
会
社
を
残

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
田
社

長
と
出
会
え
て
、
会
社
は
存
続
で
き

ま
す
。
本
当
に
よ
い
選
択
が
で
き
ま

し
た
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
加

藤
夫
妻
は
譲
渡
後
約
１
年
間
、
顧
問

と
し
て
業
務
に
携
わ
る
予
定
だ
。

　

田
さ
ん
は
「
し
ば
ら
く
は
加
藤
社

長
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
労
働
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
と
、人
材
の
採
用
・

育
成
に
着
手
し
た
い
で
す
。
従
業
員

の
方
は
高
齢
と
聞
い
て
い
ま
す
。
引

退
さ
れ
る
前
に
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
を

次
代
に
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
当
面

行
う
取
り
組
み
を
示
し
た
。
現
在
の

取
引
先
を
大
事
に
す
る
こ
と
を
前
提

に
、
グ
ル
ー
プ
の
営
業
力
も
動
員
し

諏
訪
精
機
の
第
２
幕
を
も
り
立
て
て

い
く
。

　

今
回
の
株
式
譲
渡
成
立
の
ポ
イ
ン

ト
は
①
希
望
す
る
業
種
・
立
地
に
合

致
②
従
業
員
の
雇
用
継
続
③
加
藤
さ

ん
の
自
宅
は
事
業
場
に
近
い
た
め
、

株
式
譲
渡
後
も
引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー

が
可
能
│
│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
０
２
５
年
８
月
取
材
）

東
海
／
近
畿
エ
リ
ア

両
者
納
得
の
選
択

※企業情報はいずれも２０２5年8月時点。

2017年7月～翌年6月
▶2024年7月～翌年6月

常務の三浦義博さん。

専務取締役の横山光伸さん。

代表取締役の山上昌宏さん。

採光スペースを活用し照明を抑える。

2024年▶2025年 2023年▶2024年

2023年10月～翌年3月
▶2024年10月～翌年3月

2023年5月～翌年2月
▶2024年5月～翌年2月

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携

子会社の旭製作所（兵庫県三木市）子会社の旭製作所（兵庫県三木市）

68.9％68.9％ＵＰＵＰ

▲27.7％▲27.7％

▲37.9％▲37.9％ ▲26.4％▲26.4％

▲24.3％▲24.3％

▲10.0％▲10.0％

▲4.7％▲4.7％ ▲3.7％▲3.7％

https://service.n-techno.co.jp/
https://gift-map.jp/
https://www.n-techno.co.jp/case/
https://gift-map.jp/matching_case
https://gift-map.jp/matching_case/case33
https://gift-map.jp/matching_case/case33


環境問
題

環境問
題

常識テ
スト

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（84号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

災害レベル
警戒レベル
気象防災速報
気象防災警報

気象庁や市町村は、災害発生の危険度
とそこでとるべき避難行動を伝えるた
め、逼迫度に応じた５段階の情報を発信
している。これを何という？

Question

4

【１面】環境問題を読み解く ことば

a
b
c
d

国連気候変動枠組み条約第３０回締約国会議
生物多様性条約第３０回締約国会議
ワシントン条約第３０回締約国会議
ラムサール条約第３０回締約国会議

２０25年11月にブラジルのベレンで開
かれた温暖化対策などを話し合う国際
会議。パリ協定10周年などが柱のグロ
ーバル・ムチラオ決定を採択したのは？

Question

1

【１面】適応資金で道筋、脱化石燃料は停滞

a
b
c
d

バイオマス発電
高速増殖炉発電
浮体式洋上風力発電
着床式洋上風力発電

土台の構造物を海底に固定する仕様
（着床式）ではなく、海面に浮かぶ土
台をチェーンなどでつなぎ、そこに風
車を設置して発電するのは？

Question

2

【１面】浮かぶ洋上風力 国内初稼働

a
b
c
d

ペロブスカイト
フュージョンエネルギー
デマンドレスポンス
レアアース

鉱石を加工した製品シェアの９割以上
を中国が占める。磁石、触媒、研磨剤な
どに使われるランタンやルテチウムな
ど17の元素の総称は？

Question

3

【１面】識者コラム

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：a ／ Ｑ２：c ／ Ｑ３：d ／ Ｑ４：b

カ
ー
で
は
な
い
企
業
が
独
自
の
乳

酸
菌
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
珍

し
い
。
さ
ら
に
筑
波
ハ
ム
で
は
腸

内
環
境
正
常
化
に
重
点
を
置
き
、

６
種
類
の
乳
酸
菌
を
培
養
し
バ
ラ

ン
ス
よ
く
ブ
レ
ン
ド
す
る
と
い
う

通
常
の
メ
ー
カ
ー
で
は
め
っ
た
に

な
い
製
法
を
約
40
年
続
け
て
い

る
。
生
み
出
さ
れ
る
の
は
少
し
強

め
の
酸
味
と
濃
厚
な
う
ま
味
を
感

じ
ら
れ
る
唯
一
無
二
の
風
味
だ
。

食
感
は
重
め
で
腹
持
ち
が
よ
く
朝

食
や
間
食
の
ほ
か
、
食
欲
の
落
ち

や
す
い
暑
い
時
期
の
免
疫
力
の
回

復
、
栄
養
補
給
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

　

同
社
は
、
こ
う
し
た
食
を
通
じ

た
社
会
貢
献
の
ほ
か
地
域
活
動
に

も
力
を
入
れ
る
。
評
判
な
の
は
直

売
所
の
敷
地
を
利
用
し
た
秋
祭

り
。
近
隣
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
そ
の
家
族
な
ど
約
３
０
０
０
人

が
集
ま
っ
て
縁
日
や
料
理
、
盆
踊

り
を
楽
し
む
。
将
来
、
子
ど
も
た

ち
が
地
元
を
離
れ
た
と
し
て
も
、

祭
り
の
匂
い
や
風
景
で
、
故
郷
へ

帰
っ
て
き
た
と
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る
筑
波
ハ

ム
は
、
地
場
産
品
の
生
産
を
通
し

て
地
域
と
人
と
を
つ
な
ぐ
空
間
に

も
な
っ
て
い
る
。

か
県
外
か
ら
の
観
光
客
に
も
人
気

だ
。
工
場
併
設
の
直
売
所
は
バ
ス

ツ
ア
ー
に
も
組
み
込
ま
れ
る
名
所

に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
筑
波
ハ
ム
が
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
に
出
品
し
て
い
る

「
つ
く
ば
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
、
乳

酸
菌
か
ら
自
社
培
養
し
て
い
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト

だ
。
商
品
に
つ
け
た
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
は
「
ハ
ム
屋
な
の
に
乳
製

品
？
」。
通
常
の
食
肉
加
工
業
者

で
は
扱
わ
な
い
乳
製
品
。
そ
れ
を

製
造
す
る
理
由
に
は
前
業
の
養
豚

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
養
豚
で
は
子
豚
を
育

て
る
過
程
で
抗
生
物
質
を
与
え

る
。
だ
が
、
創
業
者
の
中
野
正
吾

さ
ん
が
抗
生
物
質
な
し
で
健
康
に

飼
育
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
子

豚
の
飼
料
に
適
切
な
乳
酸
菌
を
混

ぜ
て
与
え
る
こ
と
を
考
え
た
。
農

林
水
産
省
畜
産
研
究
所
の
吉
野
正

純
博
士
と
と
も
に
開
発
し
た
乳
酸

菌
を
与
え
る
と
、
子
豚
の
健
康
状

態
が
向
上
し
た
。

　

そ
の
技
術
を
応
用
し
、
人
の
健

康
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
る
効
果

を
期
待
し
て
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

開
発
・
製
造
・
販
売
を
開
始
し
た
。

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
の
専
門
メ
ー

★【衣類】【生活】【料理・食材】【掃除】【社会・文化】【趣味・★【衣類】【生活】【料理・食材】【掃除】【社会・文化】【趣味・
娯楽】の６つのカテゴリ別にエコな知恵を掲載。イラス娯楽】の６つのカテゴリ別にエコな知恵を掲載。イラス
トや動画でわかりやすくお伝えします。トや動画でわかりやすくお伝えします。

★【おばあちゃんの家庭菜園】おばあちゃんが育ててい★【おばあちゃんの家庭菜園】おばあちゃんが育ててい
る季節の野菜や植物の栽培法、調理法を掲載。家庭菜る季節の野菜や植物の栽培法、調理法を掲載。家庭菜
園に挑戦する際のコツや収穫の仕方なども紹介して園に挑戦する際のコツや収穫の仕方なども紹介して
います。います。

暮らしに役立つエコな知恵をご紹介！

おばあちゃんの知恵袋サイトではエコクッキングレシピやおばあちゃんの知恵袋サイトではエコクッキングレシピや
お掃除法、エコグッズのつくり方など、エコな生活を送るお掃除法、エコグッズのつくり方など、エコな生活を送る
ための情報が盛りだくさんです。ための情報が盛りだくさんです。

書物を開く文月

　

７
月
７
日
は
七
夕
。
天
の
川

で
織
姫
と
彦
星
が
年
に
１
度
の

再
会
を
果
た
す
こ
の
日
、
笹
飾

り
に
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を

つ
る
す
風
習
が
あ
り
ま
す
ね
。

奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
る
七
夕
に
は
、
ほ
か

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
風
習
が
あ

り
、
そ
の
１
つ
が
七
夕
の
日
に

詩
歌
を
献
じ
た
り
、
書
物
を
広

げ
て
夜
風
に
さ
ら
す
こ
と
で
書

の
上
達
を
願
う
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
習
わ
し
か
ら
７
月
は

書
物
（
文
）
を
開
（
披
）
く

月
と
い
う
意
味
で
「
文ふ

み
ふ
み

披ひ
ら
き

ひ
ら
き

月づ
き
づ
き

」

に
。
こ
れ
が
略
さ
れ
和
風
月
名

の
「
文ふ

み
ふ
み

月づ
き
づ
き

」
に
な
っ
た
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。

　

現
代
で
は
和
歌
や
詩
を
つ
く

っ
た
り
、
書
物
を
手
書
き
す
る

機
会
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
七
夕
の
こ
の
風
習

か
ら
、
夏
場
の
晴
天
を
利
用
し

て
書
籍
の
虫
干
し
を
す
る
習
慣

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

虫
干
し
に
最
適
な
の
は
梅
雨

明
け
後
の
晴
天
が
続
い
た
湿
度

の
低
い
日
で
、
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
頃
。
部
屋
の
窓
を
開
け

て
風
通
し
を
よ
く
し
た
ら
本
棚

か
ら
取
り
出
し
て
乾
い
た
布
で

本
の
天
地
の
ほ
こ
り
を
拭
き
取

り
ま
す
。
ほ
こ
り
は
虫
の
繁
殖

の
原
因
に
な
る
の
で
き
れ
い
に

取
り
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
を

前
後
か
ら
数
回
ぱ
ら
ぱ
ら
め
く

り
空
気
に
触
れ
さ
せ
ま
す
。
こ

れ
だ
け
で
も
効
果
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ま
ま
広
げ
て
立
て
、

数
時
間
置
い
て
お
け
ば
よ
り
湿

気
を
飛
ば
せ
ま
す
。
直
射
日
光

は
色
あ
せ
や
劣
化
に
つ
な
が
る

の
で
必
ず
日
陰
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
風
通
し
の
よ
い
部
屋
で
、

ど
こ
か
懐
か
し
い
紙
の
匂
い
に

包
ま
れ
れ
ば
ゆ
っ
た
り
し
た
憩

い
の
時
間
に
も
な
り
ま
す
よ
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
年
に
１
度
の

こ
の
作
業
が
大
好
き
で
す
。

　

さ
ら
に
本
を
長
持
ち
さ
せ
る

に
は
虫
干
し
の
後
の
保
管
の
仕

方
も
大
切
。
本
を
置
く
部
屋
は

湿
度
が
高
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ

う
定
期
的
に
空
気
の
入
れ
替
え

を
し
ま
す
。
本
棚
の
下
に
す
の

こ
を
置
く
な
ど
空
気
の
通
り
道

を
つ
く
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

段
ボ
ー
ル
箱
や
押
し
入
れ
の
中

は
湿
気
が
た
ま
り
や
す
い
の
で

避
け
た
方
が
無
難
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
日
当
た
り
の
よ

い
場
所
は
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
付

け
る
、
ほ
こ
り
が
た
ま
ら
な
い

よ
う
こ
ま
め
に
掃
除
す
る
な
ど

日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

大
切
な
本
を
上
手
に
保
管
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

https://econews.jp/idea2/https://econews.jp/idea2/
日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋 検 索

体で聞く ハイパーソニック・サウンド

　
「
こ
こ
ろ
に
効
く
音
」
の
第
３
回
。

こ
れ
ま
で
は
耳
に
聞
こ
え
る
範
囲
の

音
で
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
作
用
を
見
て
き
ま
し
た
。

対
し
て
今
回
は
「
聞
こ
え
な
い
音
」。

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
に
は
癒
し
効
果

の
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
「
聞
こ
え
な
い
音
」
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
耳
が
聞
き
取
れ
る
の
は

20
〜
２
万
㌹
の
間
の
音
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
可
聴
域
と
呼
ば
れ
る
こ
の
範

囲
を
下
回
る
音
（
＝
超
低
周
波
音
）

や
上
限
を
超
え
る
音
（
＝
超
高
周
波

音
、超
音
波
）
は
、人
間
の
耳
で
「
聞

く
」
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

体
の
表
面
や
脳
で
「
感
じ
」
ら
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
２
万
㌹
を
超
え
る
超
高

周
波
音
（
＝
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・

サ
ウ
ン
ド
）
は
、
体
の
表
面
か
ら
伝

わ
っ
て
脳
機
能
を
活
性
化
さ
せ
、
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
、心
地
よ
さ
の
増
大
、

免
疫
力
や
認
知
機
能
の
向
上
と
い
っ

た
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
効
果
を
「
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・

エ
フ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

音
域
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
奏
で
ら
れ
る

と
い
い
ま
す
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
源

と
な
る
く
し
歯
状
に
つ
く
ら
れ
た
弁

の
数
は
、
一
般
的
な
18
弁
か
ら
１
０

０
弁
を
超
え
る
も
の
ま
で
各
種
あ
っ

て
、
そ
の
数
が
多
い
ほ
ど
音
楽
性
が

豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド

は
オ
ル
ゴ
ー
ル
だ
け
で
な
く
森
林
な

ど
豊
か
な
自
然
の
中
に
あ
る
ほ
か
琵

琶
、
尺
八
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
音
、
民

族
合
唱
に
も
含
ま
れ
ま
す
。
含
ま
れ

な
い
の
は
都
市
環
境
音
や
ピ
ア
ノ
な

ど
近
現
代
西
欧
楽
器
音
。
Ｃ
Ｄ
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
音
声
も
多
く
は
こ
の
周

波
数
帯
を
カ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
癒
し
効
果
が
わ
か

っ
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
そ
の
音
色
に

触
れ
る
と
き
に
は
、
体
が
感
じ
る
ハ

イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
フ
ェ
ク
ト
に

注
意
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
サプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメント

《第29回》

　

オ
ル
ゴ
ー
ル
は
人
間
の
可
聴
域
を

は
る
か
に
超
え
る
幅
広
い
周
波
数
の

音
を
奏
で
ら
れ
る
自
動
演
奏
器
具
で

す
。
種
類
に
よ
っ
て
は
３
〜
10
万
㌹

の
音
を
含
ん
で
い
ま
す
。
耳
で
捉
え

ら
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
の
外
側
で
ハ
イ

パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド
が
癒
し

の
音
階
を
刻
ん
で
い
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
特
に
72
弁
以
上
の
オ
ル

ゴ
ー
ル
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
周
波
数
の

こころに効く音〈3〉

オ
ル
ゴ
ー
ル
で
癒
さ
れ
る

正解者の中から抽選で 20名の方に「電子メモパッド」をプレゼントいたします。ご希望の方はハガ
キに「パズルの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」「面白かった記事」「つまら
なかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。なお、当社と契約されているお客様の
場合は事業場名もご記入ください。また、ウェブサイト「Eco News」（https://econews.jp/）からも応
募できます。サイトにアクセスし当コーナー応募フォームのリンクをクリックして画面の指示に従い
ご応募ください。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
締め切りは 2026 年 9月 25日（金）必着。
〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【https://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

エコカレンダーオリジナルデザイン 電子メモパッド プレゼント

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る５文字を組
み合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉都市部が、その周辺部よりも温度が高くなることをヒート○○○○○現象といいます。

①要チェック。環境省が発表する熱
中症の危険度を表す○○○指数。

②もうちょい右、あっ行き過ぎ。そ
こそこ、そのまま叩け。○○○割り。

③夏の旅行は北海道の富良野。一面
紫の○○○○○畑に埋もれてきた。

⑥祭りの夜はちょうちんをたくさん
吊るしたやぐらの周りで盆○○○。

⑦土台が海に浮かんでいる○○イ式
洋上風力発電。

タ
テ
の
カ
ギ

①冷たくて甘い○○○クリーム。今
日は５つも食べちゃった。

④天ぷらで好きなのは衣にノリがま
ぶしてあるチクワの○○○揚げ。

⑤「ずんずんと夏を流すや最上川」
という句を詠んだのは、マ○○○
子規です。

⑦贈り物に値○○がついたまま。安
物だってバレちゃうよ。

⑧ハガキにも印刷できる○○○○○
を買ったから、暑中見舞いはこれ
でつくる。

ヨ
コ
の
カ
ギ

① ② ③

④

⑦

⑥⑤

⑧

ギフトストリートの逸品

20名様
抽選で

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー

ト
）
は
日
本
テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
。

同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、
サ

イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）
と
交
換
で
き
る
。

こ
こ
で
は
サ
イ
ト
掲
載
中
の
ギ
フ
ト
か
ら
、
こ

だ
わ
り
の
「
逸
品
」
を
提
供
企
業
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
く
。

環境配慮のペーパー
レス。繰り返し書い
てもすぐに消せる電
子メモパッドをプレゼ
ントします。

有限会社 筑波ハム

独自の乳酸菌で４０年 つくば
ヨーグルト

燻製は熟練の職人がその日の気温・湿度を
計測し、製品を配置、薪をくべてスモークする。

　

１
９
８
１
年
に
そ
れ
ま
で
営
ん

で
い
た
養
豚
業
か
ら
食
肉
加
工

メ
ー
カ
ー
に
転
じ
て
２
年
後
法

人
化
し
た
有
限
会
社
筑
波
ハ
ム
。

地
元
の
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
と
れ

る
食
材
と
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な

製
法
に
こ
だ
わ
っ
た
ハ
ム
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
ベ
ー
コ
ン
を
中
心
に
製

造
し
販
売
し
て
い
る
。

　

特
に
燻
製
品
は
食
材
だ
け
で
な

く
木
材
チ
ッ
プ
も
地
産
地
消
に
こ

だ
わ
り
筑
波
山
の
桜
の
木
を
利
用

し
て
職
人
が
丁
寧
に
ス
モ
ー
ク
す

る
。
そ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
ハ
ム

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
香
り
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